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夢と笑顔あふれる「豊かで住みよい文化の町」
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木の香り漂う新
校舎で

木の香り漂う新
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　　元気よく「
はい
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阿武小学校で19人
が新1年生
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木の香り漂う新
校舎で

　　元気よく「
はい」！！

阿武小学校で19人
が新1年生



　

一
昨
年
９
月
に
民
主
党
政
権
が

発
足
し
、
早
１
年
半
が
経
過
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
に
来

て
景
気
回
復
に
足
踏
み
感
が
見
ら

れ
る
と
と
も
に
、
厳
し
い
雇
用
情

勢
が
続
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
本
町
で
は
、
平
成
22
年

度
に
新
た
な
阿
武
町
基
本
計
画
後

期
５
カ
年
計
画
を
策
定
し
、
こ
れ

に
基
づ
い
て
各
種
事
業
を
展
開
し

て
来
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

阿
武
町
の
国
調
人
口
は
、
平
成

17
年
度
と
今
回
の
平
成
22
年
度

の
比
較
が
８
・
９
％
の
減
少
と
な

っ
て
お
り
、
前
回
と
比
べ
、
多
少

人
口
減
少
率
が
鈍
化
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
空
き
家

バ
ン
ク
や
住
宅
政
策
等
の
人
口
定

住
対
策
が
社
会
減
の
抑
制
に
一
定

の
効
果
を
現
し
て
い
る
も
の
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
あ
る

程
度
の
所
得
が
確
保
さ
れ
て
い
る

人
は
別
と
し
て
、
経
済
的
な
裏
付

け
、
つ
ま
り
、
一
定
の
収
入
を
確

保
出
来
る
雇
用
、
就
労
の
場
づ
く

り
が
最
大
の
課
題
で
は
な
い
か
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

意
味
で
、
平
成
23
年
度
に
お
い

て
は
、
即
、
効
果
が
現
れ
る
か
は

別
と
し
て
、
全
国
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
町
出
身
者
等
に
も
積
極
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て
み
た
い
と
思

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
よ

う
な
中
、
23
年
度
の
主
要
施
策
の

概
略
と
し
て
、
産
業
対
策
で
は
、

農
業
面
に
お
き
ま
し
て
、
本
町
で

は
、
引
き
続
き
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
事
業
に
取
り
組
み
、
地
域

で
協
力
し
な
が
ら
農
業
生
産
の
振

興
に
欠
か
せ
な
い
農
道
や
水
路
の

維
持
補
修
に
努
め
る
と
と
も
に
、

た
め
池
改
修
事
業
を
実
施
し
、
更

に
、
農
作
業
や
日
常
交
通
の
利
便

性
の
向
上
の
た
め
、
狭
隘
で
あ
り

ま
す
農
道
拡
幅
工
事
を
進
め
て
参

り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
法
人
や
認
定
農
業

者
等
の
意
欲
あ
る
農
業
者
の
育
成

の
た
め
、
農
業
用
大
型
機
械
の
導

入
等
に
対
す
る
支
援
や
新
規
就
農

者
の
受
け
入
れ
に
も
積
極
的
に
取

り
組
み
ま
す
。
道
の
駅
の
振
興
に

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
24
年
度

か
ら
の
計
画
的
な
事
業
実
施
に
向

け
、
平
成
23
年
度
中
に
施
設
の

改
良
計
画
を
策
定
い
た
し
ま
す
。

　

生
活
環
境
対
策
で
は
、
路
線
バ

ス
、
町
営
バ
ス
、
外
出
支
援
車

両
、
診
療
所
送
迎
便
等
を
含
め
た

新
た
な
交
通
体
系
の
あ
り
方
に
つ

い
て
鋭
意
検
討
を
進
め
て
お
り
ま

す
が
、
平
成
23
年
度
に
お
い
て

は
、
具
体
的
、
個
別
的
な
方
向
性

を
見
出
し
、
平
成
24
年
度
か
ら
の

新
体
系
へ
の
移
行
に
む
け
鋭
意
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
ま
た
、
魅

力
と
潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、
奈
古
駅
南
側
に
簡
易
な
ス

ポ
ー
ツ
が
出
来
、
樹
木
等
に
囲
ま

れ
た
芝
生
の
あ
る
全
体
で
１
ヘ
ク

タ
ー
ル
程
度
の
公
園
を
整
備
し
ま

す
。
更
に
、
重
要
な
生
活
道
で
、

町
道
汐
入
野
地
線
及
び
県
道
高
佐

下
阿
武
線
と
を
結
ぶ
町
道
柳
尾
汐

入
線
の
幅
員
拡
張
や
一
部
路
線
の

変
更
に
着
手
し
ま
す
。
上
水
道
事

業
で
は
土
地
区
の
営
農
飲
雑
用
水

施
設
の
整
備
に
向
け
水
源
掘
削
工

事
等
を
実
施
し
ま
す
。

　

更
に
、
行
政
及
び
防
災
の
拠
点

施
設
で
あ
り
ま
す
役
場
本
庁
舎
の

耐
震
補
強
改
修
を
行
い
ま
す
。

　

定
住
促
進
対
策
で
あ
り
ま
す
が
、

定
住
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
ま
ず

町
の
魅
力
ア
ッ
プ
と
そ
の
発
信

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
住
み

や
す
い
住
宅
や
公
園
の
整
備
等
、

ま
た
、
魅
力
あ
る
子
育
て
支
援
や

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
行
事
等
の
ソ
フ

ト
事
業
を
鋭
意
進
め
、
こ
れ
を
広

報
や
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
広

く
内
外
に
発
信
し
、
一
方
で
、
移

住
の
足
が
か
り
と
な
る
よ
う
、
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
営
住
宅
の
建
設
や
空

き
家
等
の
斡
旋
事
業
を
更
に
積
極

的
に
進
め
、
都
市
部
等
か
ら
の
移

住
者
を
、
高
齢
化
が
進
む
各
集
落

へ
と
誘
引
し
、
地
域
の
活
力
の
向

上
を
高
め
る
阿
武
町
型
の
定
住
対

策
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

社
会
教
育
・
学
校
教
育
の
推
進

対
策
で
は
、
改
築
に
伴
い
、
旧
奈

古
小
学
校
校
舎
及
び
給
食
セ
ン
タ
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平
成
23
年
度
予
算
な
ど
を
審
議
す
る
平
成
23
年
第
２
回
阿
武

町
議
会
定
例
会
が
、
３
月
３
日
〜
18
日
ま
で
の
会
期
16
日
間
で
開

か
れ
、
提
出
議
案
22
件
、
全
員
協
議
会
で
の
報
告
２
件
ほ
か
１
件

が
、
い
ず
れ
も
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
ま
た
は
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
定
例
会
冒
頭
で
の
中
村
町
長
の
施
策
方
針
、
新

年
度
予
算
や
主
な
事
業
を
紹
介
し
、
議
決
事
項
を
報
告
し
ま
す
。   

中村秀明町長

平
成
23
年
度　

町
長
の
施
策
方
針

最
大
の
課
題
は
「
雇
用
・
就
労
の
場
づ
く
り
」、

（
仮
称
）阿
武
町
中
央
公
園
を
整
備
、

町
営
バ
ス
、
外
出
支
援
対
策
も
強
化

ー
の
解
体
を
行
う
と
同
時
に
、

夜
間
照
明
灯
の
設
置
を
は
じ
め
、

フ
ェ
ン
ス
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
駐
車

場
等
の
屋
外
整
備
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

　

ま
た
、
山
口
国
体
関
連
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
10
月
２

日
の
日
曜
日
に
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
の
障
害
者
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
多
く
の
町
民
の
皆

さ
ん
に
ご
参
加
、
ご
協
力
頂
き
お

も
て
な
し
の
心
あ
ふ
れ
る
大
会
に

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

住
民
参
画
対
策
で
は
、
各
自
治

会
が
本
来
の
機
能
を
発
揮
す
る
よ

う
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
更
に
強
化

し
、
ま
た
、
一
方
で
、
自
主
防
災

組
織
等
の
設
立
や
自
治
会
相
互
の

連
携
組
織
の
育
成
も
図
っ
て
参
り

ま
す
。「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
私
が
就
任
以

来
毎
年
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
引

き
続
き
、
町
内
３
地
区
で
実
施
す

る
と
と
も
に
、
い
わ
ゆ
る「
出
前

ト
ー
ク
、
町
政
出
前
講
座
」な
ど

も
要
請
に
応
じ
実
施
し
ま
す
。

　

新
年
度
に
お
い
て
は
、
一
層
の

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
得
な
が
ら
、
こ
れ
ら
各
種
施
策

を
迅
速
か
つ
的
確
に
執
行
す
る
と

と
も
に
、
一
方
で
、
不
断
の
行
政

改
革
を
断
行
し
な
が
ら
町
政
運
営

を
行
っ
て
行
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

き
ょ
う
あ
い
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①
明
日
に
つ
な
ぐ
活
力
あ
る

産
業
づ
く
り

　

農
業
関
係
で
は
、
県
営
中
山
間

地
域
総
合
整
備
事
業
に
よ
り
、
土

地
区
営
農
飲
雑
用
水
施
設
整
備
に

係
る
測
量
試
験
等
を
行
う
ほ
か
、

伊
豆
上
地
区
及
び
堤
ヶ
浴
地
区
の

た
め
池
改
修
や
飯
谷
地
区
の
農

道
拡
幅
、
宇
久
地
区
の
土
地
改
良

工
事
等
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
玉

葱
、
麦
の
産
地
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
Ｊ
Ａ
等
が
整
備
す
る
農
業

用
機
械
の
整
備
に
係
る
経
費
の
一

部
を
補
助
す
る
ほ
か
、
意
欲
あ
る

集
落
営
農
組
織
や
認
定
農
業
者
を

対
象
に
、
経
営
規
模
の
拡
大
や
経

営
の
多
角
化
を
図
る
た
め
に
必
要

な
農
業
用
機
械
の
整
備
に
係
る
経

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
近
年
イ
ノ
シ
シ
、
サ
ル
等
有

害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
が

急
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
有
害

鳥
獣
捕
獲
頭
数
の
増
頭
を
図
り
ま

す
。

◎
県
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事

　

業
（
２
０
４
６
万
円
）

◎
下
溝
地
区
河
川
工
作
物
応
急
対

　

策
事
業
（
２
９
６
０
万
円
）

◎
や
ま
ぐ
ち
集
落
営
農
生
産
拡
大

　

事
業
（
８
９
９
万
円
）

　

水
産
業
関
係
で
は
、
い
わ
ゆ
る

「
磯
焼
け
」
が
大
き
な
問
題
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
沿
岸

域
の
藻
場
や
干
潟
の
保
全
、
回
復

な
ど
に
取
り
組
む
漁
業
者
等
の
活

動
を
支
援
す
る
た
め
、
漁
業
者
等

が
行
う
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
や
食

害
生
物
の
駆
除
等
、
各
種
保
全
活

動
に
対
し
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
漁
港
施
設
の
長
寿

命
化
を
図
る
と
と
も
に
更
新
コ
ス

ト
の
平
準
化
・
縮
減
等
機
能
強
化

に
必
要
な
「
漁
港
施
設
機
能
保
全

計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

◎
環
境
生
態
系
保
全
活
動
支
援
事

　

業
（
95
万
円
）

◎
水
産
物
供
給
基
盤
整
備
事
業

　

（
２
８
０
０
万
円
）

②
み
ん
な
で
支
え
る
安
心
な

暮
ら
し
づ
く
り

　

暮
ら
し
の
対
策
と
し
て
、
ま
ず

健
や
か
な
子
ど
も
を
安
心
し
て
産

み
育
て
る
た
め
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
妊
婦
健
康
診
査
及
び
乳
児
健

康
診
査
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
み
ど
り
保
育
園
園
児
の

安
全
を
守
る
た
め
、
今
年
度
新
た

に
保
育
園
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
、

職
員
や
保
護
者
を
対
象
に
講
習
を

行
い
、
い
つ
で
も
救
急
対
応
が
で

き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
大
切
な
子
ど
も
た
ち

が
感
染
症
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に

一般会計　２７億8,500万円（７．４％増）
特別会計　１４億9,175万円（5.0％増）
総　　額　４２億7,675万円（6．5％増）

平成２３年度当初予算が成立

　

阿
武
町
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
27
億
８
５
０
０
万
円
と
な
り
、
昨

年
度
よ
り
１
億
９
１
０
０
万
円
、
７
・
４
％
の
増
額
で
す
。
こ
れ
は
、（
仮

称
）阿
武
町
中
央
公
園
整
備
事
業
や
阿
武
小
学
校
屋
外
整
備
事
業
、
公
営

住
宅
建
設
事
業
等
普
通
建
設
事
業
の
新
規
計
上
が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
な
ど
の
７
つ
の
特
別
会
計
と
合
わ
せ
た

予
算
総
額
も
42
億
７
６
７
５
万
４
０
０
０
円
と
な
り
、
対
前
年
度
比
２

億
６
１
７
１
万
６
０
０
０
円
、
６
・
５
％
の
増
額
と
な
り
ま
す
。

　

予
算
編
成
は
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
を
基
本
と
し
、
事
業
の
緊

急
性
や
費
用
対
効
果
を
踏
ま
え
た
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
や
コ
ス
ト
意
識
の
視

点
に
立
ち
、
当
面
す
る
課
題
に
最
大
限
効
果
を
発
揮
す
る
よ
う
メ
リ
ハ
リ

の
あ
る
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

続
い
て
、
平
成
23
年
度
の
主
な
事
業
に
つ
い
て
、
阿
武
町
の
基
本
計

画
「
元
気
！
あ
ぶ
町
！
５
０
０
１
プ
ラ
ン
」
の
６
つ
の
柱
に
そ
っ
て
ご
説

明
し
ま
す
。　
　
　
　

※

◎
事
業
名※

（　

）
内
の
金
額
は
今
年
度
予
算

３月１１日に発生した東北地方太平洋沖地震に伴う
義援金３００万円の支出。「財源は平成２２年度予備
費を充用」また、人的支援として保健師１人を現地
に派遣することを表明。

平
成
23
年
度
予
算
及
び
主
要
施
策
の
概
要

土地区で行う営農飲雑用水測量試験

伊豆上地区ため池改修

第２回議会定例会　３月３日～18日

東北地方太平洋沖地震で被災された
皆様にお見舞い申しあげます。



す
る
た
め
、
任
意
の
予
防
接
種
で

あ
る
子
宮
頸
が
ん
等
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
行
い
ま
す
。

◎
妊
婦
・
乳
児
健
康
診
査
事
業

　

（
２
０
０
万
円
）

◎
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
事

　

業
（
３
０
５
万
円
）

③
住
み
よ
い
快
適
な

　
　
　
　

環
境
づ
く
り

　

交
通
関
係
で
は
、
町
営
バ
ス
や

生
活
路
線
バ
ス
の
確
保
を
引
き
続

き
行
う
と
と
も
に
町
全
体
の
交
通

体
系
の
見
直
し
を
検
討
し
ま
す
。

　

道
路
整
備
関
係
で
は
、
奈
古
の

美
里
・
水
ケ
迫
周
辺
か
ら
Ｊ
Ｒ
を

跨
ぎ
国
道
に
通
じ
る
、
町
道
汐
入

野
地
線
の
バ
イ
パ
ス
新
設
工
事
を

引
き
続
き
実
施
す
る
ほ
か
、
県
道

高
佐
下
阿
武
線
と
町
道
汐
入
野
地

線
を
結
ぶ
町
道
柳
尾
汐
入
線
の
道

路
改
良
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、

福
賀
の
町
道
栃
原
広
乙
線
下
笹
尾

の
広
乙
橋
付
近
の
局
部
改
良
を
実

施
す
る
ほ
か
、
宇
田
郷
の
町
道
長

浜
西
ヶ
畑
線
の
道
路
改
良
に
も
着

手
し
ま
す
。

◎
町
道
汐
入
野
地
線
道
路
新
設
事

　

業
（
１
億
８
９
５
０
万
円
）

◎
町
道
柳
尾
汐
入
線
道
路
改
良
事

　

業
（
１
５
０
０
万
円
）

◎
町
道
長
浜
西
ヶ
畑
線
道
路
改
良

　

事
業
（
１
０
０
万
円
）

　

環
境
衛
生
関
係
で
は
、
平
成
27

年
供
用
開
始
予
定
の
新
清
掃
工
場

を
運
営
す
る
萩
・
長
門
清
掃
一
部

事
務
組
合
に
建
設
事
業
の
一
部
負

担
を
含
む
事
務
委
託
を
引
き
続
き

行
う
ほ
か
、
今
年
度
新
た
に
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進
を
図
り

地
球
温
暖
化
対
策
を
推
進
す
る
た

め
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

を
設
置
さ
れ
る
方
に
対
し
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

　

そ
の
他
、
Ｊ
Ｒ
奈
古
駅
南
側
用

地
に
、
簡
単
な
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き

樹
木
に
囲
ま
れ
た
芝
生
の
あ
る
全

体
で
約
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
の（
仮
称
）

阿
武
町
中
央
公
園
を
整
備
す
る
ほ

か
、
平
成
22
年
度
繰
越
事
業
で
、

老
朽
化
が
進
み
耐
震
基
準
を
大
き

く
下
回
っ
て
い
る
役
場
庁
舎
に
つ

い
て
、
耐
震
補
強
を
行
う
と
と
も

に
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
ス
ロ
ー
プ
、

平成23年度会計別予算状況平成23年度一般会計歳入歳出予算状況
予算総額27億8500万円

中央公園整備事業役場本庁庁舎耐震補強改修事業

町道汐入野地線新設事業

町道長浜西ケ畑線道路改良事業 町道柳尾汐入線道路改良事業
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伸長率

7.4%

5.0%

12.8%

△1.1%

△6.6%

△100.0%

0.5%

15.2%

△4.3%

1.1%

6.5%

金　額

191,000

70,716

71,356

△ 729

△ 5,053

△ 305

2,700

6,330

△ 3,849

266

261,716

構成比

65.1%

34.9%

14.7%

1.6%

1.7%

0.0%

13.2%

1.1%

2.0%

0.6%

100.0%

当初予算額

前年度との比較平成23年度
区　　分

2,785,000

1,491,754

629,369

67,938

72,039

0

563,500

48,082

86,290

24,536

4,276,754

一般会計

特別会計

合　　計

国保
（事業勘定）
国保

（直診勘定）

後期高齢

老人保健

介護保険

簡易水道

農業排水

漁業排水

歳出

歳入

議会費1.2%

総務費
　19.0%

衛生費7.6%

民生費
20.7%

労働費0.1%
農林水産業費
12.5%

商工費1.5%

土木費12.9%

消防費3.7%

教育費8.7%

公債費11.7%
予備費0.4%

町税10.3%町債10.4% 地方譲与税1.1%
地方消費税
　交付金0.9%
自動車取得税
　交付金0.3%
地方特例
　交付金0.2%

地方交付税
　53.8%

分担金及び負担金0.9%

使用料及び
手数料1.8%

国庫支出金
9.0%

県支出金7.0%
財産収入0.3%
繰越金2.9%
諸収入1.1%

単位：千円
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多
目
的
ト
イ
レ
等
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
や
環
境
に
配
慮
し
た
空
調
設

備
の
整
備
等
を
行
い
ま
す
。

◎（
仮
称
）阿
武
町
中
央
公
園
整
備

　

事
業
（
１
億
５
４
５
万
円
）

◎
萩
・
長
門
清
掃
工
場
事
業
委
託

　

事
業
（
７
２
６
０
万
円
）

◎
役
場
本
庁
庁
舎
耐
震
補
強
改
修

　

事
業
（
２
億
７
０
０
０
万
円
）

④
と
も
に
築
く
定
住
の

　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り

　

若
い
世
代
の
定
住
促
進
を
図
る

と
と
も
に
、
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
者
の

受
入
を
行
う
た
め
、
岡
田
橋
団
地

に
新
た
に
２
棟
４
戸
の
町
営
住
宅

を
建
築
す
る
ほ
か
、
引
き
続
き
空

き
家
バ
ン
ク
事
業
を
充
実
さ
せ
、

定
住
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
積
極
的
な

活
用
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
新
た
に
町
出
身

者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
を
図

り
、
ふ
る
さ
と
愛
を
基
調
と
す
る

Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
や
企
業
誘
致
促
進

の
足
が
か
り
と
す
る
た
め
、
同
窓

会
や
町
人
会
等
町
出
身
者
が
集
う

場
や
町
出
身
者
企
業
等
に
積
極
的

に
訪
問
し
ま
す
。

◎
公
営
住
宅
建
設
事
業

　

（
８
１
０
０
万
円
）

◎
定
住
対
策
ソ
フ
ト
事
業

　

（
３
９
０
万
円
）

⑤
い
き
い
き
と
未
来
に
輝
く

人
づ
く
り

　

奈
古
小
学
校
改
築
事
業
、
給
食

セ
ン
タ
ー
改
築
事
業
の
完
了
に
伴

う
旧
奈
古
小
学
校
校
舎
、
給
食
セ

ン
タ
ー
、
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
の
解
体
、

花
壇
・
植
栽
の
撤
去
、
夜
間
照
明

灯
、
防
球
ネ
ッ
ト
、
フ
ェ
ン
ス
の

設
置
、
駐
車
場
整
備
等
阿
武
小
学

校
屋
外
整
備
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
10
月
開
催
予
定
の

「
お
い
で
ま
せ
！
や
ま
ぐ
ち
国
体
」

に
お
い
て
、
阿
武
町
で
は
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
障
害
者

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
引
き
受
け
る
こ

と
か
ら
、
会
場
予
定
地
の
整
備
、

大
会
用
具
の
借
り
上
げ
を
行
う
と

と
も
に
、
阿
武
町
シ
ニ
ア
チ
ー
ム
、

大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
支
援
、

花
い
っ
ぱ
い
運
動
等
実
行
委
員
会

を
中
心
に
、
よ
り
多
く
の
町
民
の

み
な
さ
ん
の
参
加
協
力
を
得
な
が

ら
国
体
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

◎
阿
武
小
学
校
屋
外
整
備
事
業

　

（
８
９
８
８
万
円
）

◎
山
口
国
体
事
業（
４
８
０
万
円
）

⑥
連
携
の
き
ず
な
が
広
が
る

し
く
み
づ
く
り

　

皆
さ
ん
の
声
を
町
政
に
反
映
す

る
た
め
の「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」

を
今
年
度
も
３
地
区
で
開
催
す
る

ほ
か
、
要
望
に
応
じ
、
い
わ
ゆ
る

「
出
前
ト
ー
ク
、
町
政
出
前
講
座
」

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
と
自
治
会
の
新
た
な

協
働
の
し
く
み
づ
く
り
の
た
め
、

昨
年
度
ま
で
に
発
足
し
た
43
の

自
治
会
に
対
し
て
、
町
政
の
協
力

活
動
に
対
す
る
町
政
協
力
交
付
金

や
、
自
治
会
が
自
主
的
に
行
う
各

種
活
動
に
対
す
る
集
落
彩
生
交
付

金
を
交
付
し
ま
す
。

◎
自
治
会
総
合
交
付
金
交
付
事
業

　

（
９
５
９
万
円
）

　

本
定
例
会
一
般
質
問
に
は
、
２

人
の
方
か
ら
次
の
３
つ
の
質
問
が

あ
り
町
長
、
教
育
長
か
ら
答
弁
が

さ
れ
ま
し
た
。

質
問
者
及
び
内
容

清
水
教
昭
議
員

○
施
策
方
針
か
ら
住
民
の
安
全
の

　

確
保
、
生
活
の
安
全
に
つ
い
て

○
新
学
習
指
導
要
領
の
内
容
と
生

　

き
る
力
に
つ
い
て

長
嶺
吉
家
議
員

○
学
校
統
合
の
今
後
の
方
針
に
つ

　

い
て

　

な
お
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は

Ｐ
７
議
会
だ
よ
り
に
て
掲
載
し
て

い
ま
す
。

阿
武
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

こ
れ
は
、
暫
定
的
に
引
き
上
げ

て
き
た
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給

額
を
、
平
成
23
年
度
以
降
に
恒
久

化
す
る
た
め
の
条
例
の
一
部
改
正

で
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

阿
武
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

県
か
ら
の
権
限
移
譲
に
伴
い
、

岩
石
採
取
計
画
の
認
可
や
、
屋
外

広
告
物
の
許
可
手
数
料
の
追
加
に

係
る
条
例
の
一
部
改
正
で
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

阿
武
町
特
別
会
計
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

制
度
が
廃
止
さ
れ
現
在
過
誤
調

整
の
み
と
な
っ
て
い
る
「
老
人
保

健
医
療
事
業
特
別
会
計
」
に
つ
い

て
は
、
平
成
23
年
度
以
降
、
一
般

会
計
で
取
り
扱
う
の
で
、
そ
の
削

除
に
係
る
特
別
会
計
設
置
条
例
の

一
部
改
正
で
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

山
口
県
市
町
総
合
事
務
組
合
の

共
同
処
理
す
る
事
務
及
び
規
約

の
変
更
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
度
か
ら
、
共
同
処
理

に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
非
常
勤

職
員
及
び
公
立
学
校
の
学
校
医
等

に
係
る
公
務
災
害
補
償
事
務
に
光

岡田橋公営住宅建設事業

クリーンアップ清掃作業の様子

解体予定の奈古小学校舎

国体開催地の道の駅裏埋め立て地

一
般
質
問
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市
を
加
え
る
た
め
の
規
約
の
変
更

で
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

阿
武
町
監
査
委
員
（
識
見
を
有

す
る
者
）
の
選
任
に
つ
き
同
意

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

監
査
委
員
の
う
ち
、
識
見
を
有

す
る
者
と
し
て
選
任
し
て
い
る
永

柴
義
廣
委
員
の
任
期
が
５
月
８
日

で
満
了
し
、
こ
の
後
任
委
員
の
選

任
で
永
柴
義
廣
さ
ん
が
再
任
す
る

こ
と
の
同
意
を
求
め
る
も
の
で
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
は
平
成
27
年
５
月
８
日
ま
で
の

４
年
間
で
す
。

町
道
汐
入
野
地
線
道
路
新
設
事

業
に
伴
う
山
陰
本
線
奈
古
駅
構

内
岡
田
橋
高
架
（
仮
称
）
工
事

の
基
本
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

  

町
道
汐
入
野
地
線
道
路
新
設
事

業
に
伴
う
山
陰
本
線
奈
古
駅
構
内

岡
田
橋
高
架
（
仮
称
）
工
事
を
２

億
９
９
１
０
万
８
０
０
０
円
で
西

日
本
旅
客
鉄
道
㈱
と
契
約
。

 

債
務
負
担
行
為
の
承
認
に
つ

い
て
（
町
道
汐
入
野
地
線
道
路

新
設
事
業
に
伴
う
山
陰
本
線
奈

古
駅
構
内
岡
田
橋
高
架（
仮
称
）

工
事
）

　

地
方
自
治
法
第
２
１
４
条
の
規

定
に
よ
り
債
務
を
負
担
す
る
こ
と

が
で
き
る
事
項
、
期
間
及
び
限
度

額
に
つ
い
て
町
議
会
の
承
認
を
求

め
る
も
の
で
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

町
道
汐
入
野
地
線
道
路
新
設
事

業
に
伴
う
山
陰
本
線
奈
古
駅
構

内
岡
田
橋
高
架
（
仮
称
）
工
事

の
平
成
22
年
度
契
約
の
締
結
に

つ
い
て 

　

町
道
汐
入
野
地
線
道
路
新
設
事

業
に
伴
う
山
陰
本
線
奈
古
駅
構
内

岡
田
橋
高
架
（
仮
称
）
工
事
（
平

成
22
年
度
契
約
）
を
１
億
３
８
８

６
万
２
０
０
０
円
で
西
日
本
旅
客

鉄
道
（
株
）
と
契
約
。

　

契
約
締
結
に
つ
い
て
、
次
の

11
件
の
概
要
が
そ
れ
ぞ
れ
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　

工
事
名
・（
請
負
金
額
・
請
負

業
者
名
）

◆
平
成
22
年
度（
平
成
21
年
度
繰

越
）
基
幹
作
業
道
真
名
板
線
開

設
工
事
・
３
５
７
万
円
・
㈲
吉

山陰本線を高架する町道汐入野地線

11
件
契
約
の
締
結
の
報
告

町
職
員
の
異
動
等

〈　

〉は
旧
職
名
等

岡
土
建

◆
平
成
22
年
度
町
道
汐
入
野
地
線

道
路
新
設
工
事
（
第
１
工
区
）

・
８
６
１
万
円
・
小
田
建
設
㈱

◆
平
成
22
年
度
町
道
岩
坪
八
保
線

道
路
改
良
工
事
（
第
２
工
区
）

・
９
０
８
万
２
５
０
０
円
・
澤

田
建
設
㈱

◆
平
成
22
年
度
町
道
汐
入
野
地

線
道
路
改
良
工
事
・
１
２
７
５

万
７
５
０
０
円
・
小
田
産
業
㈱

◆
平
成
22
年
度
（
平
成
21
年
度

繰
越
）
筒
尾
峠
ト
ン
ネ
ル
補
修

工
事
・
５
０
４
万
円
・
㈱
三
友

◆
平
成
22
年
度
町
道
汐
入
野
地

線
新
設
工
事
に
伴
う
支
障
物
件

外
解
体
撤
去
工
事
・
３
２
１
万

３
０
０
０
円
・
小
田
建
設
㈱

◆
平
成
22
年
度
阿
武
町
衛
生
セ

ン
タ
ー
解
体
工
事
・
６
１
３
万

２
０
０
０
円
・
㈲
吉
岡
土
建

◆
平
成
22
年
度
第
３
美
咲
団
地

宅
地
造
成
工
事
・
１
９
３
２
万

円
・
小
田
建
設
㈱

◆
平
成
22
年
度（
平
成
21
年
度
繰

越
）
全
国
瞬
時
緊
急
警
報
シ
ス

テ
ム
設
置
工
事
・４
４
６
万
２
５

０
０
円
・
山
口
自
動
車
無
線
㈱

◆
平
成
22
年
度
阿
武
町
立
奈
古

小
学
校
屋
外
整
備
工
事
・
３
９

６
９
万
円
・
㈱
小
橋
組

◆
平
成
22
年
度
阿
武
町
立
阿
武

中
学
校
屋
外
整
備
工
事
・
２
５

４
１
万
円
・
㈱
小
橋
組

【
退
職
】

●
３
月
31
日
付

▼
長
山
雅
範
＝〈
経
済
課
長
〉

▼
金
子
明
美
＝〈
教
育
委
員
会（
中

央
公
民
館
）〉

▼
里
川
芳
子
＝〈
み
ど
り
保
育
園
〉

▼
小
野
幸
乃
＝〈
み
ど
り
保
育
園
〉

【
異
動
】

●
３
月
31
日
付

▼
内
村
成
延
＝
管
理
係
長
事
務
取

扱
を
解
く
〈
施
設
課
長
・
管
理

係
長
事
務
取
扱
〉

▼
出
羽
直
之
＝
阿
武
町
社
会
福
祉

協
議
会
へ
の
派
遣
を
解
く

●
４
月
１
日
付　

▼
金
田
浩
祐
＝
経
済
課
長
・
兼　

分
任
出
納
員
・
無
角
和
種
振
興

公
社
事
務
局
長
・
併
任　

農
業

委
員
会
事
務
局
長
〈
会
計
管
理

者
・
兼　

出
納
室
長
〉

▼
工
藤
茂
篤
＝
会
計
管
理
者
・
兼

　

出
納
室
長
〈
経
済
課
長
補
佐

・
併
任　

農
業
委
員
会
書
記
〉

▼
近
藤
茂
裕
＝
住
民
課
課
長
補
佐

・
兼　

税
務
係
長
〈
住
民
課
税

務
係
長
〉

▼
小
野
裕
史
＝
経
済
課
課
長
補
佐

・
兼　

農
林
係
長
・
併
任　

農

業
委
員
会
書
記
〈
経
済
課
農
林

係
長
〉

▼
近
藤　

進
＝
民
生
課
課
長
補
佐

・
兼　

国
保
係
長
〈
民
生
課
国

保
係
長
〉

▼
水
津
繁
斉
＝
民
生
課
課
長
補
佐

・
兼　

介
護
福
祉
係
長
〈
民
生

課
介
護
福
祉
係
長
〉

▼
出
羽
直
之
＝
施
設
課
課
長
補
佐

・
兼　

管
理
係
長
〈
社
会
福
祉

協
議
会
派
遣（
民
生
課
付
け（
係

長
の
職
）〉

▼
羽
鳥
純
香
＝
住
民
課
（
係
長
の

職
）〈
住
民
課
〉

▼
藤
田
康
志
＝
教
育
委
員
会
（
係

長
の
職
）〈
教
育
委
員
会
〉

▼
矢
次
信
夫
＝
経
済
課
勤
務
〈
施

設
課
〉

▼
柳
井
美
恵
子
＝
教
育
委
員
会
へ

出
向（
中
央
公
民
館
主
事
）〈
宇

田
郷
支
所
〉

▼
近
藤
慎
治
＝
宇
田
郷
支
所
勤
務

〈
経
済
課
〉

▼
三
浦　

貴
＝
経
済
課
勤
務
〈
総

務
課
〉

▼
茂
刈
立
也
＝
総
務
課
勤
務
〈
住

民
課
〉

【
新
規
採
用
】

▼
小
田
慎
也

　

＝
経
済
課
勤
務

▼
國
吉
洋
佑

　

＝
住
民
課
勤
務

▼
西
中　

幸

　

＝
み
ど
り
保
育

　

園
勤
務
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し
、
授
業
時
数
を
増
加
し
た

こ
と
。
③
道
徳
や
体
育
の
充

実
に
よ
り
、
豊
か
な
心
や
健

や
か
な
体
を
育
成
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。
改
訂
に

よ
っ
て
大
き
く
変
わ
る
点
は
、

授
業
時
数
の
増
加
で
す
。
小

学
校
で
国
語
・
社
会
・
算
数

・
理
科
・
体
育
の
授
業
時
数

が
10
％
程
度
の
増
加
と
な
り

ま
す
。

問　

条
件
整
備
に
よ
る
統
合

の
時
期
は
。

教
育
長　

福
賀
中
学
校
で

は
、
小
規
模
・
少
人
数
の
特

性
を
生
か
し
た
特
色
あ
る
教

育
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

26
年
度
以
降
は
生
徒
数
が

一
桁
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
生
徒
に
と
っ
て
、
よ
り

良
い
教
育
条
件
、
教
育
環
境

を
整
え
る
こ
と
は
重
要
で
す
。

　

統
合
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

少
な
く
と
も
10
人
程
度
の

生
徒
が
い
る
う
ち
に
行
い
た

い
と
考
え
、
時
期
を
24
年

４
月
１
日
と
し
た
い
が
、
保

護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
尊
重
し
て
進
め
ま
す
。

問　

通
学
時
の
安
全
確
保
は
。               

教
育
長　

通
学
に
は
、
ス
ク

ー
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

　

冬
季
の
積
雪
、
凍
結
時
、

台
風
接
近
時
等
の
具
体
的
な

対
応
は
、
そ
の
都
度
協
議
し

て
安
全
に
努
め
ま
す
。        

問　

中
学
校
統
合
後
の
福
賀

小
学
校
の
教
育
は
。

教
育
長　

福
賀
小
学
校
は
、

複
式
教
育
の
歴
史
が
深
く
、

複
式
な
ら
で
は
の
工
夫
し
た

教
育
課
程
を
編
成
し
、
主
体

的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

を
育
て
て
い
ま
す
。
地
域
と

連
携
し
た
教
育
、
他
校
と
の

交
流
学
習
等
の
教
育
を
推
進

し
ま
す
。

問　

中
学
生
に
よ
る
神
楽
舞

伝
承
の
存
続
は
。

教
育
長　

24
年
度
以
降
、

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
よ

り
、
指
導
時
間
が
確
保
さ
れ

る
か
学
校
と
協
議
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

神
楽
舞
は
地
域
に
残
る
財

産
で
あ
り
、
次
の
世
代
に
伝

承
す
る
た
め
に
は
、
学
校
だ

け
で
な
く
、
子
ど
も
会
等
の

活
動
と
し
て
地
域
全
体
で
取

り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

問　

少
子
高
齢
化
に
伴
い
、

買
い
物
・
通
院
・
通
学
等
の

生
活
交
通
活
性
化
に
向
け
、

何
か
具
体
的
な
、
取
組
み
が

あ
り
ま
す
か
。

町
長　

既
に
阿
武
町
地
域
交

通
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
を
結
成
し
、
種
々
検
討

を
加
え
な
が
ら
、
バ
ス
関
係

の
補
助
体
系
や
道
路
運
送
法

の
法
改
正
を
見
極
め
て
、
早

い
段
階
で
、
利
用
者
や
バ
ス

事
業
者
等
を
含
め
た
地
域
交

通
会
議
を
開
催
し
ま
す
。
平

成
24
年
度
か
ら
の
新
規
運
用

に
向
け
、
取
組
み
ま
す
。

問　

上
下
水
道
設
備
の
施
設

老
朽
化
対
策
と
し
て
、
長
寿

命
化
策
、
ま
た
処
理
能
力
の

高
い
設
備
の
導
入
、
設
置
環

境
の
改
善
等
の
、
取
組
み
は

あ
り
ま
す
か
。

町
長　

早
期
供
用
開
始
し
た

上
水
施
設
に
つ
い
て
は
、
改

修
工
事
は
実
施
完
了
済
み
で

す
。
但
し
、
管
路
の
一
部
枝

線
が
鋼
管
の
為
、
漏
水
調
査

の
実
施
を
行
い
ま
す
。

　

農
業
集
落
排
水
施
設
は
、

長
寿
命
化
修
繕
計
画
を
策

定
し
て
お
り
、
こ
の
結
果
を

基
に
、
修
繕
工
事
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。
集
落
排
水
管

路
は
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
管
で
あ

り
、
こ
れ
は
塩
害
に
強
く
、

耐
用
年
数
も
五
十
年
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
処
理
場
は
専
門

業
者
で
定
期
的
な
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
を
実
施
中
で
す
。

一
般
質
問  

第
2
回
定
例
会  

3
月
11
日

Q　

生
活
交
通
体
系
の
取
り
組
み
と

　
　

上
下
水
道
施
設
の
老
朽
化
対
策
は

Q　

生
き
る
力
の
育
成
と
は

　
　

生
活
交
通
は
地
域
交
通
活
性
化

Ａ　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
新
規

　
　

運
用
を
目
指
す
。
上
下
水
道
設

　
　

備
は
修
繕
計
画
を
策
定

Ａ　

知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス

清水教昭  議員

町
長

町
長

問

問

長嶺吉家  議員

問　

平
成
23
年
４
月
か
ら
全

面
実
施
さ
れ
る
、
小
学
校
の

新
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
点

に
つ
い
て
。

教
育
長　

改
訂
の
考
え
方
は

①
教
育
基
本
法
で
明
確
に
な

っ
た
教
育
の
理
念
を
踏
ま
え

て
、「
生
き
る
力
」
の
育
成

を
図
る
こ
と
。
②
知
識
・
理

解
の
習
得
と
、
思
考
力
・
判

断
力
・
表
現
力
等
の
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
育
成
を
重
視

問

問問問

し
て
、
困
難
な
場
面
に
立
ち

向
か
い
、
未
来
を
切
り
開
く

力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
①
基

礎
・
基
本
を
確
実
に
身
に
付

け
、
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え

る
力
。
②
他
人
を
思
い
や
る

心
。③
た
く
ま
し
く
生
き
る
た

め
の
健
康
や
体
力
。
こ
れ
ら

の
３
つ
が
、生
き
る
力
で
す
。

 

こ
の
力
は
、
学
校
だ
け
で

な
く
、
家
庭
や
地
域
と
一
緒

に
な
っ
て
育
む
も
の
で
す
。

そ
れ
は
知
・
徳
・
体
の
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
も
の
と
、
考

え
て
い
ま
す
。

Q　

新
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
つ
い
て

Ａ　

教
育
理
念
に
沿
い
授
業
時
数
の
増
加

Q　

中
学
校
統
合
の
今
後
の
方
針
は

Ａ　

地
域
の
意
見
を
尊
重
す
る

問　

知
識
基
盤
社
会
の
時
代

で
子
ど
も
達
に
必
要
な
、
確

か
な
学
力
、
豊
か
な
心
、
健

や
か
な
体
の
調
和
を
重
視

す
る
「
生
き
る
力
」
と
は
。

教
育
長　

子
ど
も
達
一
人
ひ

と
り
が
、
自
ら
個
性
を
発
揮阿武小の学習風景

福賀地区運動会の様子

問 教
育
長

教
育
長

教
育
長

問教
育
長

教
育
長

教
育
長
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玉
ね
ぎ
の
移
植
機

第２外海栽培漁業センター

平
成
22
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
６
回
）に
つ
い
て

問　

ワ
イ
ド
ラ
ン
や
き
め
細

か
な
交
付
金
と
は
何
か
。

答　

通
信
回
線
の
こ
と
で
、

本
庁
か
ら
各
支
所
間
等
に
通

常
の
電
話
回
線
と
は
別
に
専

用
の
通
信
回
線
を
も
っ
て
情

報
の
や
り
取
り
を
す
る
こ
と

で
あ
る
。

　

き
め
細
か
な
交
付
金
と
は
、

「
地
域
活
性
化
き
め
細
か
な

交
付
金
」の
こ
と
で
、国
の
22

年
度
補
正
予
算
で
決
ま
っ
た

も
の
で
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
な

使
い
方
が
あ
る
が
、
阿
武
町

で
は
本
庁
舎
の
耐
震
補
強
改

修
に
利
用
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

こ
の
他
に
、「
住
民
生
活

に
光
を
注
ぐ
交
付
金
」
に
つ

い
て
は
、
弱
者
対
策
等
の
制

約
が
あ
る
が
、
本
町
で
は
体

育
セ
ン
タ
ー
に
併
設
す
る
こ

ど
も
館
等
に
利
用
す
る
。

問　

井
戸
水
の
水
質
検
査
の

申
し
込
み
状
況
は
。

答　

対
象
世
帯
１
５
５
戸
の

う
ち
53
世
帯
か
ら
申
し
込
み

が
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
飲
用

不
適
は
10
世
帯
で
、
大
腸
菌

や
濁
り
な
ど
が
あ
っ
た
が
、

滅
菌
装
置
や
浄
水
器
対
応
を

指
導
し
た
。
化
学
成
分
の
検

出
は
な
か
っ
た
。
残
り
43
世

帯
は
飲
用
適
で
あ
っ
た
。

平
成
23
年
度
一
般
会
計
予

算
に
つ
い
て

問　

自
治
会
総
合
交
付
金
の

活
用
状
況
は
。

答　

自
治
会
総
合
交
付
金
に

は
、
２
種
類
あ
り
、
町
政
協

力
交
付
金
と
集
落
彩
生
交
付

金
と
が
あ
る
。
町
政
協
力
金

は
旧
集
落
単
位
で
均
等
割
り

と
世
帯
割
で
算
出
し
予
算
計

上
。
彩
生
交
付
金
は
前
年
度

実
績
を
見
な
が
ら
仮
置
き
と

し
、
自
治
体
の
活
動
内
容
に

よ
り
交
付
す
る
。

問　

自
治
会
に
よ
り
交
付
金

に
差
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

移
行
し
て
間
も
な
い
の

で
、
名
前
が
変
わ
っ
た
だ
け

の
自
治
会
か
ら
、
独
自
の
敬

老
会
、
広
報
誌
の
発
行
、
防

災
マ
ッ
プ
の
作
成
等
取
り
組

み
に
活
発
な
自
治
会
も
あ

る
。
今
後
自
治
会
長
集
会
等

で
他
の
自
治
会
の
状
況
を
情

報
で
つ
な
ぐ
こ
と
に
よ
り
活

発
化
し
た
い
。

問　

今
後
自
治
会
の
活
性
化

の
た
め
統
合
等
も
考
え
る

か
。

答　

設
立
間
も
な
い
の
で
、

現
段
階
で
は
統
合
は
考
え
な

い
が
、
中
期
的
に
は
、
再
統

合
案
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
だ
ろ
う
。

問　

住
基
シ
ス
テ
ム
リ
ー
ス

料
等
高
額
で
あ
る
が
こ
れ
に

つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

答　

リ
ー
ス
料
は
上
昇
傾
向

に
あ
る
が
、
国
や
県
の
補
助

は
特
に
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の

自
治
体
で
シ
ス
テ
ム
を
独
自

に
構
築
し
て
い
る
が
５
年
間

は
保
障
が
あ
る
。
新
た
な
シ

ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
れ
ば
ハ

ー
ド
・
ソ
フ
ト
が
進
歩
す
る

た
び
に
、
そ
れ
に
伴
う
単
価

も
上
が
り
自
治
体
の
負
担
が

多
く
な
る
傾
向
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
自
治
体
相
互
の
協

力
等
、
現
在
あ
り
方
を
検

討
中
で
あ
る
。

問　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
設
置
補
助
金
に
つ
い

て
。

答　

個
人
住
宅
へ
の
太
陽
光

発
電
設
備
設
置
に
対
す
る
補

助
で
、
一
般
住
宅
で
は
４
〜

５
kw
と
さ
れ
て
い
る
が
、
町

の
補
助
は
、
１
kw
当
た
り
３

万
５
０
０
０
円
で
あ
る
。
国

や
県
か
ら
も
補
助
が
あ
る

が
、
北
浦
地
方
で
は
初
め
て

な
の
で
、
何
件
申
請
が
あ
る

の
か
不
明
で
あ
る
。

問　

や
ま
ぐ
ち
集
落
営
農
生

産
拡
大
事
業
費
補
助
金
の
状

況
は
。

答　

麦
お
よ
び
玉
ね
ぎ
の
生

産
に
関
す
る
機
械
の
補
助

で
、麦
は
宇
久
と
木
与
2
・
8

ha
。
玉
ね
ぎ
は
町
内
3
・
7

ha
を
栽
培
、
移
植
機
や
収

穫
機
、
コ
ン
テ
ナ
な
ど
の
購

入
に
関
わ
る
補
助
金
で
あ
る
。

問　

猿
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の

有
害
鳥
獣
の
駆
除
対
策
は
。

答　

町
内
の
21
年
度
の
被
害

額
は
、
約
３
０
０
万
円
。
ま

た
捕
獲
に
は
サ
ル
２
万
６
０

０
０
円
、
イ
ノ
シ
シ
４
５
０

０
円
な
ど
補
助
金
を
出
し
て

い
る
が
、
猟
師
も
高
齢
化
等

で
減
少
し
て
い
る
な
ど
大
変

深
刻
な
状
況
で
あ
る
。
捕
獲

檻
、
電
気
柵
等
で
の
対
策
を

し
て
い
る
が
難
し
い
。

問　

養
殖
事
業
推
進
事
業
と

は
。

答　

筒
尾
の
第
２
外
海
栽
培

漁
業
セ
ン
タ
ー
で
高
級
魚
の

キ
ジ
ハ
タ
等
の
養
殖
事
業
に

本
格
的
に
取
り
組
む
も
の

で
、
今
後
、
放
流
が
さ
れ
る

の
で
阿
武
町
は
も
と
よ
り
山

陰
側
の
目
玉
に
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

問　

新
し
い
給
食
セ
ン
タ
ー

は
オ
ー
ル
電
化
だ
が
、
停
電

時
の
対
応
は
。

答　

停
電
時
の
給
食
は
中
止

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

問　

道
の
駅
阿
武
町
が
第
３

セ
ク
タ
ー
で
運
営
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
、
そ
の
経
営
方

針
に
つ
い
て
。

答　

ま
だ
間
も
な
い
の
で
、

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
方
式
も
や
む

を
得
な
い
が
、
町
と
の
連
携

を
強
化
す
る
た
め
経
済
課
長

を
取
締
役
に
加
え
る
。
ま
た

売
上
向
上
に
は
お
客
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
ら
れ
る
ハ
ー
ド
面

の
整
備
改
良
。
ま
た
、
鮮
魚

と
の
関
わ
り
が
重
要
に
な
っ

て
く
る
の
で
、
今
年
度
か
ら

ハ
ー
ド
面
に
つ
い
て
検
討
を

加
え
、
出
来
る
と
こ
ろ
か
ら

実
施
し
て
い
き
た
い
。

行
財
政
改
革
等
特
別
委
員
会
報
告

3
月
14
日
開
催

問問 答答

問問 答答問

問問 答 答

問問

問問

答

答答

問答 答

答

オ
ー
ル
電
化
対
応
の

給
食
セ
ン
タ
ー
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現地踏査

　

平
成
23
年
度
阿
武
町
予

算
案
の
内
容
は
「
阿
武
町
基

本
構
想
・
基
本
計
画
」
に
基

づ
い
て
、
後
期
５
ヵ
年
計
画

の
２
年
目
を
行
う
為
の
、
予

算
編
成
で
す
。

　

一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算

案
は
総
額
27
億
８
５
０
０

万
円
で
す
。
内
容
を
検
証
し

て
み
ま
す
と
、
ム
ダ
・
ム
ラ

・
ム
リ
を
徹
底
的
に
排
除
し

た
透
明
性
且
つ
、
実
現
性
の

あ
る
予
算
編
成
だ
と
、
判
断

を
致
し
ま
し
た
。
政
策
的
課

題
は
、
継
続
・
新
規
事
業
が

適
切
に
織
り
込
ま
れ
、
住
民

の
安
全
の
確
保
、
そ
し
て
、

毎
日
の
生
活
の
安
心
を
保
障

す
る
、
事
務
事
業
の
内
容
が

計
画
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
新

規
で
は
、
や
ま
ぐ
ち
集
落
営

農
生
産
拡
大
事
業
、
水
産
物

供
給
基
盤
整
備
事
業
、
サ
ポ

ー
ト
町
民
組
織
化
事
業
等
が

計
画
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
道
の
駅
阿
武
町
の

振
興
に
つ
い
て
は
、
第
３
セ

ク
タ
ー
指
定
管
理
と
し
、
ハ

ー
ド
面
か
ら
は
、
施
設
改
善

基
本
計
画
の
作
成
業
務
が

着
手
さ
れ
、
道
の
駅
の
全
体

像
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま

す
。
そ
し
て
こ
れ
を
基
に
平

成
24
年
度
か
ら
、
施
設
改
良

が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

次
に
特
別
会
計
歳
入
歳
出

予
算
案
は
総
額
14
億
９
１
７

５
万
４
０
０
０
円
で
す
。
こ

れ
は
国
民
健
康
保
険
事
業
、

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
、
介

護
保
険
事
業
等
で
あ
り
、
住

民
の
健
康
を
維
持
す
る
上
か

ら
も
、
必
要
最
低
限
の
範
囲

と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
保
険

者
別
保
険
料
調
定
状
況
（
一

般
被
保
険
者
１
人
当
た
り
）

の
保
険
税
額
は
、
山
口
県
の

13
市
６
町
の
中
で
最
も
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
財
政
指
標
か
ら
、

読
み
込
ん
で
み
ま
す
と
、
財

政
力
指
数
、
経
常
収
支
比
率

等
は
い
ず
れ
も
過
去
と
対
比

し
て
、
最
適
な
範
囲
に
入
っ

て
お
り
ま
す
。
従
っ
て
総
額

予
算
規
模
42
億
７
６
７
５
万

４
０
０
０
円
に
つ
い
て
原
案

の
通
り
賛
成
を
致
し
ま
す
。

平
成
２３
年
度　

予
算
賛
成
討
論

清水教昭  議員

岡田橋集会所の内部岡田橋集会所の外観

阿武小学校職員室

阿武小学校外構工事

阿武町給食センター

阿武小学校多目的ホール

阿武町給食センター

土地区に整備された排水路

木与排水路

柳尾ため池切開工事

阿武北広域農道イラオ山火山灰層町道岩坪八歩線改良工事

現地踏査は、岡田橋集会所、阿武小学校改築工事、給食センター、中山間総合
整備事業（土、木与、野柳地区）水路改修工事の状況を踏査しました。
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奈古小学校で閉校式、新・阿武小学校が開校
新
・
阿
武
小
学
校
が
開
校

奈
古
小
学
校
１
３
８
年
の
歴
史
に
幕

奈
古
小
学
校
の
沿
革

　

明
治
６
年
に
開
校
以
来
１
３
８
年
の
歴
史
を
歩
ん

で
き
た
「
奈
古
小
学
校
」
が
、
改
築
に
と
も
な
い
校

名
を
「
阿
武
小
学
校
」
に
変
更
す
る
こ
と
と
な
り
、

４
月
５
日
に
奈
古
小
学
校
閉
校
式
と
阿
武
小
学
校
開

校
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
で
は
中
村
町
長
の
告
辞

に
続
き
、
校
旗
の
返
納
と
新
校
旗
の
授
納
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

板
垣
保
彦
校
長
は
「
学
校
と
家
庭
と
地
域
が
一
体

と
な
っ
て
子
ど
も
達
の
健
や
か
な
成
長
を
期
す
る
と

と
も
に
、
新
生
阿
武
小
学
校
を
大
い
に
発
展
さ
せ
た

い
」
と
挨
拶
。
児
童
を
代
表
し
て
大
野
拓
巳
君（
市
）

が
「
た
く
さ
ん
の
先
輩
が
残
し
て
く
れ
た
歴
史
や
伝

統
を
大
切
に
受
け
継
い
で
い
き
ま
す
」
と
、
元
気
に

挨
拶
を
し
ま
し
た
。

　

奈
古
小
学
校
は
、
明
治
６
年
、
奈
古
小
学
と
し
て

奈
古
西
に
開
設
さ
れ
、
そ
の
後
、
子
恵
小
学
と
寺
河

内
小
学
（
の
ち
の
嶺
南
小
学
）
の
２
校
に
な
り
ま
し

た
。
明
治
19
年
に
２
校
が
合
併
し
て
奈
古
小
学
校

と
な
り
東
方
の
山
﨑
鼻
に
移
転
し
ま
し
た
。
大
正
12

年
、
現
在
地
に
移
転
し
、
そ
の
後
制
度
の
変
遷
に
伴

い
、
校
名
の
変
更
は
あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和
22
年
、

学
制
改
革
に
よ
り
奈
古
小
学
校
と
改
名
さ
れ
、
昭
和

40
年
に
は
、
今
あ
る
奈
古
小
学
校
が
改
築
さ
れ
、
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
奈
古
小
学
設
立
以
来
、
明
治
、

大
正
、
昭
和
、
平
成
と
１
３
８
年
の
歴
史
を
経
て
き

た
わ
け
で
す
。
戦
時
や
戦
後
の
貧
困
、
著
し
い
経
済

発
展
と
激
し
い
時
代
の
流
れ
の
中
を
、
地
域
の
方
の

ご
支
援
を
い
た
だ
き
奈
古
小
学
校
は
育
く
ま
れ
て
来

ま
し
た
。
こ
の
間
、
１
万
人
を
超
え
る
卒
業
生
を
送

り
出
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
20
年
４
月
に
は
、
宇
田
郷
地
区
の
宇

田
小
学
校
が
閉
じ
、
両
学
校
の
子
ど
も
達
が
一
緒
に

勉
学
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
学
校
施
設
の
老
朽
化
と
教
育
効
果
を
考

え
た
施
設
整
備
の
充
実
を
図
る
こ
と
か
ら
、
校
舎
の

改
築
工
事
が
進
め
ら
れ
、
平
成
23
年
４
月
に
完
成
。

校
名
も
「
阿
武
小
学
校
」
と
改
名
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
あ
ぶ
」
と
い
う
名
称
は
、
古
く
か
ら
こ
の

地
を
阿
武
の
国
・
阿
牟
の
国
と
称
さ
れ
、
阿
武
町
の

地
名
の
起
こ
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
阿
武
の
名

を
校
名
に
し
て
、
地
域
を
担
う
小
学
校
と
し
て
、
一

層
の
発
展
と
充
実
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

中
村
町
長
か
ら
授
納

さ
れ
た
阿
武
小
校
旗

奈古小学校校舎阿武小学校多目的ホールで式典の様子 阿武小学校新校舎

　新しい校歌を制作された
〝ちひろ〟こと藤井千尋さ
ん（山口市在住）のミニコン
サートを開催。新しい校歌
にはふるさとの大地、海、
大空に育まれながら素顔や
知恵、誇りを持ち成長して
いって欲しいという思いが
込められた校歌で、出席者
全員が斉唱しました。

阿武小学校概要（小学校及び給食センター）
●奈古小学校改築工事  
・構造　鉄筋コンクリート一部木造２階建
　地域産木材（スギ、ヒノキ）をふんだんに使用
・面積　１階１，６９４㎡　２階９６１㎡　合計２，６５５㎡
・事業費　６億９，６３３万円
●給食センター建築工事
・構造　鉄骨造１階建　２６９㎡
・事業費　１億３，１２５万円
●奈古小学校屋外整備工事　４，２６３万円
●阿武中学校屋外整備工事　２，７３０万円
●奈古小学校校舎解体及び
　阿武小学校屋外整備工事　８，988万円
　　全体総事業費　約９億８，700万円

た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
あ
り
が
と
う

ちひろさんが校歌を制作

児
童
が
お
別
れ
の

言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

し　

え

て
ら　
が
わ

ち

れ
い　

な
ん

や
ま　
ざ
き　
ば
な

あ　

む
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明治時代の校舎大正時代後期から昭和初期の校舎明治43年卒業尋常高小

大正３年卒業昭和４年卒業高等小学科昭和14年卒業尋常科

阿武小学校（旧奈古小
学校）校舎竣工記念事
業実行委員会会長
小田達雄さん（宇久）
　校名が変わること

はさみしいが、時代の流れなので仕
方がない。新しい校舎を地域のいろ
いろな方に見ていただいて親しみの
持てる阿武小学校になっていってほ
しい。

昭和23年卒業
（出典：奈古小の歩みより）

昭和35年卒業昭和42年卒業

歴代ＰＴＡ会長
西村信教さん（市）
　奈古小学校の校名
が変わりさみしい思
いもありますが、新

たに校名が阿武小学校に変わり町民
の心が一つになり、一丸となって将
来へ発展していくような気がします。
子ども達のすばらしい未来に期待し
たいですね。

阿武小学校校長
板垣保彦さん
　奈古小学校を築か
れた卒業生の皆様に
感謝いたしますとと

もに、阿武小学校の子ども達がふる
さとを愛する心をもって、地域とと
もにすこやかに育ってくれることを
願います。

ＰＴＡ会長
末益泰輝さん（寺東）
　奈古小学校の校舎
の中を見させていた
だき子どもの頃を思

い出しました。３階の集会室、体育
館など全てが懐かしく思えました。
２年前に宇田の子どもたちが一緒に
なって、阿武小学校になり本当の意
味でスタートを切れたと思います。

嶋戸悦子さん
　　（宇田浦）
　保護者として宇田
保育園、宇田小学校
の閉校を迎え、今回、

何かの縁か奈古小学校の閉校を迎え
ました。阿武小学校になったのは大
変嬉しい。宇田の子どもたちもやっ
と一つになれた気がします。

藤村拓人君（下郷）
　奈古小学校最後の
卒業生でした。卒業
証書は4298号でし
た。

　奈古小学校は、多くの卒業生が使
われているせいか、歴史と伝統を感
じました。阿武小学校の教室は、一
つの教室に学年が並んでいるので、
すぐに友達に会えて楽しそうです。
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山・海・里Ａｂｕ　ＴｏｐｉｃｓＡｂｕ　Ｔｏｐｉｃｓまちの話題まちの話題
　
　
　
　

　

３
月
20
日
、
道
の
駅
阿
武
町
で
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
日
予
定
さ
れ
て
い
た
〝
春
の
海
鮮
ま
つ
り
〞
は
中
止
と

な
り
ま
し
た
が
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
者
の
皆
さ
ん

の
復
興
に
少
し
で
も
役
立
ち
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
道

の
駅
の
関
係
者
が
催
し
た
も
の
で
す
。

　

テ
ナ
ン
ト
の
各
店
舗
に
募
金
箱
が
設
置
さ
れ
た
ほ
か
、
サ

ザ
エ
の
つ
か
み
取
り
や
金
魚
す
く
い
な
ど
を
行
い
、
こ
の
売

上
金
に
つ
い
て
も
、
山
口
県
共
同
募
金
阿
武
町
支
会
（
阿
武

町
社
会
福
祉
協
議
会
）
を
通
じ
全
額
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

に
も
、
来
客
者
の
皆
さ
ん
に
募
金
の
か
け
声
を
か
け
て
い
た

だ
く
な
ど
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
募
金
箱
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
道
の
駅
各
店
舗
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

阿
武
町
立
奈
古
小
学
校
が
阿

武
小
学
校
に
校
名
変
更
す
る
こ

と
に
伴
い
、
３
月
18
日
に
奈
古

小
学
校
最
後
の
卒
業
式
が
改
築

さ
れ
た
ば
か
り
の
阿
武
小
学
校

多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

明
治
８
年
か
ら
奈
古
小
学
校

は
３
度
建
て
直
さ
れ
、
１
万
人

を
超
え
る
卒
業
生
を
輩
出
し
て

き
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
11
人

の
卒
業
生
が
奈
古
小
学
校
を
卒

業
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

４
月
８
日
町
内
の
小
中
学
校

で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

阿
武
小
学
校
で
は
19
人
、
阿

武
中
学
校
で
は
11
人
、
福
賀

小
学
校
で
は
３
人
、
福
賀
中
学

校
で
は
５
人
が
入
学
し
、
38
人

の
児
童
生
徒
が
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

改
築
さ
れ
た
ば
か
り
の
阿
武

小
学
校
で
は
、
木
の
香
り
漂
う

新
校
舎
で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

がんばって東北！！ がんばるぞ日本！！
道の駅阿武町でチャリティーイベント

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
の
被
災
者
へ
の
支
援
及
び
被

災
地
復
興
の
為
の
義
援
金（
山
口
県
共

同
募
金
会
阿
武
町
支
会
）
及
び
救
援

物
資（
阿
武
町
社
会
福
祉
協
議
会
）が

町
内
の
方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

義
援
金
と
し
て
総
額
２
０
０
万
１

８
３
円
（
４
月
8
日
現
在
）
寄
せ
ら

れ
た
ほ
か
、
救
援
物
資
は
軽
貨
物
６

台
分
（
段
ボ
ー
ル
１
０
５
個
）
が
３

月
22
日
と
25
日
の
２
回
に
わ
け
て
山

口
県
を
通
じ
て
発
送
さ
れ
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
出
羽　

博
会
長
は
、
「
町
民
の
皆
さ

ん
へ
防
災
無
線
を
通
じ
て
呼
び
か
け
を
行
い
、
多
く
の
義
援

金
、
救
援
物
資
を
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。
１
日
も
早
く
被

災
地
の
方
に
届
け
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

義援金２００万円、
救援物資軽貨物６台分を
東日本大震災被災地に
山口県共同募金会及び
社会福祉協議会を通じて

現
奈
古
小
学
校
で
は
４
，２
９
８
人
が
卒
業

奈
古
小
学
校
で
最
後
の
卒
業
式

児
童
生
徒
38
人
が
入
学

町
内
の
小
・
中
学
校

で
入
学
式

似顔絵コーナー

ブリの解体ショー

●
救
援
物
資
リ
ス
ト

タ
オ
ル 
２
，
６
２
０
枚

下
着
類 

５
箱

バ
ス
タ
オ
ル 

70
枚

ホ
ッ
カ
イ
ロ 

１
箱

毛
布 

36
枚

シ
ー
ツ 

39
枚

お
む
つ 

36
セ
ッ
ト

肌
布
団 

５
枚

生
理
用
品 

８
箱

洋
服 

３
箱

防
寒
着 

８
箱

靴
下 

２
箱

レ
ト
ル
ト
食
品 

３
箱

洗
剤 

５
箱

テ
ィ
ッ
シ
ュ 
87
ケ
ー
ス

な
ど

積
み
込
ま
れ
る
救
援
物
資

阿
武
中
学
入
学
式
の
様
子

社会福祉協議会会長
出羽　博さん

多
く
の
方
か
ら
募
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
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あなたのまちの身近な話題をお寄せください。
役場総務課企画広報係（☎2̶3111）　E-mail : kikaku@town.abu.lg.jp

　

阿
武
町
町
勢
要
覧
２
０
１
１

が
発
刊
さ
れ
ま
す
。
今
回
の
テ

ー
マ
は
「
ラ
イ
ブ
な
阿
武
町
へ

よ
う
こ
そ
」
で
、
阿
武
町
の
自

然
、
歴
史
、
元
気
な
人
々
を
い

き
い
き
編
集
し
ま
し
た
。

　

４
月
の
広
報
と
合
わ
せ
て
全

家
庭
に
配
布
し
ま
す
。
い
き
い

き
と
し
た
阿
武
町
を
ぜ
ひ
ご
体
感
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
取
材

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
町
内
の
方
々
に
感
謝
致
し
ま
す

と
共
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

萩
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
㈱
で
は
阿
武
町

の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
番
組
制
作
を

め
ざ
し
、
毎
日
で
き
る

だ
け
多
く
の
〝
ま
ち
の

話
題
〞
を
お
届
け
す
る

よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
阿
武
町
担
当

の
新
メ
ン
バ
ー
、
蔵
本
敬
史
、
森
原
淳

子
、
河
口
典
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。「
３

人
で
力
を
合
わ
せ
て
、
阿
武
町
ら
し
さ
を

前
面
に
押
し
出
し
た
番
組
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
み
な
さ

ん
か
ら
ま
ち
の
話
題
、
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
」。

　

な
お
、
前
任
の
松
永
さ
ん
は
益
田
地
域
担
当
、
山
根
さ
ん

は
萩
地
域
の
取
材
制
作
担
当
、
藤
井
さ
ん
は
ii
ネ
ッ
ト
あ

ぶ
の
キ
ャ
ス
タ
ー
と
し
て
出
演
し
ま
す
の
で
、
今
後
も
町
の

顔
と
し
て
活

躍
し
ま
す
。

　

企
業
の
社
員
研
修
誘
致
を
目
的
と
し
た
モ
ニ
タ

ー
研
修
（
主
催
：
や
ま
ぐ
ち
元
気
！
む
ら
ま
ち
交

流
推
進
協
議
会
）が
、
３
月
16
・
17
日
に
阿
武
町

の
う
そ
ん
セ
ン
タ
ー（
宿
泊
：
農
家
民
宿「
樵
屋
」）

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
初
日
の
事
前
学
習
会
で
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
理
事
の
山
口

覚
さ
ん
の
講
演
の
ほ
か
、
阿
武
町
の
魅
力
さ
が
し

な
ど
の
研
修
が
行
わ
れ
、
翌
日
は
、
間
伐
体
験
や

企
業
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
に
は
旅
行
業
者
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
、
日
本

旅
行
、
防
長
ト
ラ
ベ
ル
）
か
ら
も
参
加
が
あ
り
、

「
企
業
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
高
い
人
材

を
求
め
て
い
る
。
新
人
か
ら
課
長
、
部
長
、
退
職

後
ま
で
幅
広
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
必
要
」
と
の
提
案

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
朝
日
の
人
気
番
組「
な
に
こ
れ
珍
百
景
」

の
ロ
ケ
ク
ル
ー
が
４
月
８
日
阿
武
町
奈
古
の
土
集

落
で
、
土
手
の
つ
く
し
を
取
材
。
俳
優
の
岡
本
信

人
さ
ん
（
山
口
県
出
身
）
と
野
村
将
希
さ
ん
（
水

戸
黄
門
の
飛
猿
役
で
有
名
）
が
出
演
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、
土
手

一
面
の
つ
く
し
を
採
取
、
児
童
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も

達
も
お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。
撮
影
の
最
後
は
、

道
の
駅
発
祥
交
流
館
の
テ
ラ
ス
で
つ
く
し
の
天
ぷ

ら
を
試
食
。
岡
本
信
人
さ
ん
は
野
草
採
取
の
専
門

家
の
腕
を
生
か
し
、
つ
く
し
の
て
ん
ぷ
ら
を
野
村

さ
ん
や
子
ど
も
達
に
振
る
舞
い
ま
し
た
。

　

番
組
は
４
月
17
日
に
、
テ
レ
ビ
朝
日
系
で
放
送

さ
れ
ま
し
た
。

　

山
口
市
か
ら
鈴
屋
匡
士
さ
ん
・
恵
美
さ
ん

ご
夫
婦
が
福
賀
地
区
に
転
入
し
ま
し
た
。

　

鈴
屋
さ
ん
は
、
県
の
担
い
手
養
成
研
修
で

１
年
間
山
口
県
立
農
業
大
学
校
で
学
び
、
福

賀
で
は
笹
尾
地
区
の
農
家
の
方
々
の
指
導
で
、

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
栽
培
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

阿
武
町
に
決
め
た
理
由
は
、
受
け
入
れ
体

制
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
こ
と
。
地
域
の
方
も

温
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

鈴
屋
さ
ん
は
、「
自
然
と
ふ
れ
あ
う
、
自

分
ら
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
も
と
め
て
以

前
か
ら
個
人
経
営
の
農
業
に
あ
こ
が
れ
て
い

ま
し
た
。
５
年
ぐ
ら
い
で
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
経

営
の
基
盤
を
安
定
さ
せ
た
い
。
地
域
の
皆
さ

ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
話
さ
れ
て

い
ま
す
。

阿
武
町
町
勢
要
覧
２
０
１
１
を
発
刊

ラ
イ
ブ
な
阿
武
町
へ
よ
う
こ
そ

ラ
イ
ブ
な
阿
武
町
へ
よ
う
こ
そ

ラ
イ
ブ
な
阿
武
町
へ
よ
う
こ
そ

萩ケーブルネットワーク
新メンバーを紹介します

企業の社員研修を阿武町で企業の社員研修を阿武町で
ＪＴＢなど旅行業者も参加ＪＴＢなど旅行業者も参加

企業の社員研修を阿武町で
ＪＴＢなど旅行業者も参加

お
も
し
ろ
珍
百
景
・

  

奈
古
土
手
の
つ
く
し
を
取
材

俳
優
・
岡
本
信
人
さ
ん
、野
村
将
希
さ
ん
出
演

鈴屋さんご夫婦が
新規就農で福賀に
山口市から・下笹尾に

報道制作課 阿武町担当（左から）
蔵本敬史、森原淳子、河口典子さん

地域の行事や出来事地域の行事や出来事を教えて教えて
くだくださいさい
地域の行事や出来事を教えて
ください

福賀に転入された鈴屋匡士さん・恵美さんご夫婦

き
こ
り

岡本信人さんと野村将希さんと

萩
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱

☎
０
８
３
８
―
25
―
７
４
０
０

連
絡
先



　

阿
武
町
立
小
・
中
学
校
教
職
員

着
任
式
が
４
月
１
日
、
町
民
セ
ン

タ
ー
の
多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

新
し
い
先
生
方
12
人
の
横
顔
を

紹
介
し
ま
す
。　
　

（
敬
称
略
）

※

町
内
学
校
間
の
異
動
及
び
臨
時

　

・
講
師
の
先
生
を
含
む

①
出
身
地
（
市
町
）

②
趣
味
・
特
技
な
ど

③
学
校
の
印
象
、
今
後
の
抱
負
、

　

自
己
紹
介
な
ど

【
福
賀
小
学
校
】

▼
校
長　

豊
田
菊
枝（
定
年
退
職
）

▼
教
諭　

末
成
ま
ど
か

　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
野
田
小
）

▼
教
諭　

松
永
茂
樹（
深
川
小
）

【
福
賀
中
学
校
】

▼
教
諭　

岸
田
安
邦（
大
井
中
）

▼
教
諭　

山
根
み
ゆ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
岐
波
中
）

▼
教
諭　

藤
山
拓
之（
日
置
中
）

【
阿
武
中
学
校
】

▼
校
長　

高
屋
英
人（
定
年
退
職
）

▼
教
頭　

松
本
智
昭（
日
置
中
）

▼
教
諭　

大
井
淳
司（
越
ヶ
浜
中
）

▼
教
諭　

渡
邉
栄
子（
越
ヶ
浜
中
）

　

平
成
23
年
度
の
人
事
異

動
で
、
奈
古
高
校
に
新
し
く

４
人
（
写
真
）の
教
職
員
が

着
任
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　
　
　
（　

）は
旧
勤
務
校
等

（
敬
称
略
）（　

）は
新
勤
務
校

【
奈
古
小
学
校
】

▼
教
諭　

服
部
浩
二（
む
つ
み
小
）

▼
教
諭　

和
田
雅
芳（
明
木
小
）

白
岡　

太

福
賀
小
中
校
長

①
下
関
市
豊
北

町
②
演
劇
③
昭

和
63
年
〜
平
成
３
年
の
４
年
間
、

家
族
４
人
で
お
世
話
に
な
っ
た
福

賀
小
に
20
年
振
り
に
１
人
で
も
ど

っ
て
来
ま
し
た
。
住
居
も
当
時
住

ん
で
い
た
所
に
住
む
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。 新しい先生新しい先生

１２１２人に人に
聞きました聞きました

新しい先生新しい先生
１２１２人に人に
聞きました聞きました

新しい先生
１２人に
聞きました

町
内
小
・
中
学
校

教
職
員
の
転
出
な
ど

 

奈
古
高
校
の

　

新
し
い
先
生
紹
介

し
ら　

お
か　
　
　
　
ふ
と
し

松
原
美
奈
子

　

阿
武
小
教
諭

①
岡
山
県
倉
敷

市
②
歌
や
ダ
ン

ス
③
き
れ
い
で
温
か
み
の
あ
る
新

校
舎
で
、新
し
い
気
も
ち
で
子
供

達
と
学
べ
る
こ
と
が
と
て
も
嬉
し

い
で
す
。た
く
さ
ん
の
発
見
を
し
、

共
に
伸
び
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
つ　

ば
ら　

み　
　

な　
　

こ

能
勢　

秀
樹

　

阿
武
小
教
諭

①
阿
武
町
②
映

画
鑑
賞
③
阿
武

小
学
校
と
し
て
再
出
発
す
る
時
に

赴
任
す
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。
阿
武
町
の
よ
さ
を

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う

に
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

 

の　
　

せ　
　
　
　
　
ひ
で　

き

久
本　

純
子

　

福
賀
小
教
諭

①
岩
国
市
②
手

芸
、
珠
算
③
阿

武
町
の
人
の
温
か
さ
と
自
然
の
豊

か
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
早
く
地
域

の
中
に
溶
け
込
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
笑
顔
を
忘
れ
ず
に
が

ん
ば
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

ひ
さ　

も
と　
　
　

じ
ゅ
ん　
こ

橋
本　

忠
彦

　

福
賀
小
教
諭

①
益
田
市
②
音

楽
（
ギ
タ
ー
、

ピ
ア
ノ
）
③
阿
武
町
で
２
度
目
の

お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
豊
か
な
自
然
の
中
、
子
ど
も

達
に
し
っ
か
り
か
か
わ
り
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

は
し　

も
と　
　
　
　

た
だ　

ひ
こ

山
本　

和
徳

　

福
賀
中
教
諭

①
萩
市
②
楽
器

演
奏
、
料
理
③

22
年
間
の
高
校
勤
務
の
後
、
福
賀

中
で
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
明
る
く
素
直
な
生
徒
の

皆
さ
ん
と
地
域
の
方
々
の
出
会
い

の
中
で
、心
機
一
転
頑
張
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

や
ま　

も
と　
　
　
　

か
ず　

の
り

小
野
光
枝
子

　

福
賀
中
教
諭

①
萩
市
②
愛
犬

と
散
歩
、
ス
ポ

ー
ツ
③
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、
福

賀
に
よ
く
来
て
い
ま
す
。
歌
の
上

手
な
福
賀
の
子
ど
も
達
と
、
一
緒

に
勉
強
し
、
共
に
成
長
で
き
る
よ

う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 

お　
　

の　
　

み　

え　
　

こ

藤
田
多
恵
子

　

福
賀
中
教
諭

①
萩
市
②
Ｄ
Ｖ

Ｄ
映
画
、
音
楽

鑑
賞
③
阿
武
町
で
勤
務
で
き
る
こ

と
を
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
阿
武
町
の
海
が
好
き
で
す
。

梨
も
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ふ
じ　

た　
　

た　
　

え　
　

こ

有
田　

喜
隆

　

福
賀
中
教
諭

①
萩
市
②
ジ
ョ

ギ
ン
グ
③
福
の

栄
え
る
福
栄
か
ら
、
福
を
喜
び
祝

い
合
う
福
賀
に
や
っ
て
来
ま
し

た
。
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
、
大
勢
の

人
と
い
い
汗
を
流
し
合
い
、
喜
び

い
っ
ぱ
い
の
中
学
校
生
活
を
満
喫

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
り　

た　
　
　
　

よ
し　

た
か

岡
本　

尚

　

阿
武
中
教
諭

①
萩
市
②
ス
ポ

ー
ツ
観
戦
③
豊

か
な
自
然
と
す
ば
ら
し
い
環
境
の

中
で
勤
務
で
き
る
こ
と
を
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
早
く
学
校
に
慣

れ
、
生
徒
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
頑

張
る
つ
も
り
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

お
か　

も
と　
　
　

た
か
し

河
村　

俊
之

　

阿
武
中
校
長

①
防
府
市
②
音

楽
鑑
賞
③
瀬
戸

内
海
に
面
し
た
光
市
か
ら
日
本
海

の
見
え
る
阿
武
町
へ
赴
任
し
て
き

ま
し
た
。
地
域
の
温
か
い
雰
囲
気

に
感
激
し
て
い
ま
す
。
出
会
い
を

大
切
に
し
て
、
頑
張
り
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

か
わ　

む
ら　
　
　
　

と
し　

ゆ
き

村
井　

裕
紀

　

阿
武
小
教
諭

①
下
関
市
②
絵

・
ス
ポ
ー
ツ
③

11
年
間
過
ご
し
た
千
葉
県
か
ら
帰

っ
て
き
ま
し
た
。
絵
を
か
く
こ
と

や
体
を
動
か
す
こ
と
が
大
好
き
で

す
。
は
や
く
新
し
い
校
舎
や
阿
武

の
生
活
に
慣
れ
た
い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

む
ら　

い　
　
　
　

ゆ
う　

き

徳冨　圭
国　語

（冨川高校）

小池幹彦
教頭

（西市高校）

さわや
かな春の香りが
広がる新学期

14



15

久恒成奈
農業実習助手
（新採用）

松崎砂織
英　語
（新採用）

新井和貴
数　学

（水産高校）

萩原直子
国　語
（萩高校）

坂本　愛
養　護
（新採用）

田北静香
数　学
（新採用）

村岡広三
保健体育
（萩高校）

　

４
月
１
日
に
役
場
で
消
防
団
辞

令
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）【
旧
職
】

●
消
防
団
長

　

田
中
敏
雄
（
宇
生
賀
中
央
）　

　

【
副
団
長
】

●
副
団
長

　

木
村　

誠
（
久
瀬
原
）

【
福
賀
分
団
分
団
長
】

●
奈
古
第
１
分
団
分
団
長

　

渡
辺
文
夫
（
釜
屋
）

【
奈
古
第
１
分
団
副
分
団
長
】

●
福
賀
分
団
分
団
長

　

市
河
憲
良
（
下
東
郷
）

【
福
賀
分
団
副
分
団
長
】

●
福
賀
分
団
副
分
団
長

　

池
田　

誠
（
宇
生
賀
中
央
）

【
福
賀
分
団
部
長
】

元気！阿武町！５００１プラン　住み良い快適な環境づくり

　３月31日付けをもちまして阿武
町消防団長を退任致しました。　
　在職中には皆様方に格別のご指
導ご厚情を賜り、衷心より厚くお
礼申し上げます。
　消防団を離れるわけですが、町
を守っていくという気持はなんら
変わりません。これからも微力で
はありますが、今まで培った経験
を生かし、地域の安全安心のため尽力致す所存であり
ますので、これからも相変わらぬご指導を賜りますよ
うお願い申し上げまして、退任のあいさつと致します。

　この度、４月１日付けをもちま
して前・高橋団長の後任として阿
武町消防団長を拝命いたしました
田中です。
　阿武町消防団員が一丸となって
誠心誠意、阿武町民の方々の生命
・身体・財産を守るため、全力で
取り組んでまいりたいと思ってい
ますので、何卒皆様方のご支援ご
協力を、よろしくお願い申し上げ
ます。

宇田郷警察官
　　駐在所長
氏　名／布村亘隆
出身地／周防大島町
前勤務／下関警察署

　阿武町は私の地元と似たところが
多くあり、故郷へ帰ってきたような
感じを受けています。
　１日も早く皆さんの顔を覚えて地
域の安全を守っていきたいと考えて
います。

福賀警察官
　駐在所長
氏　名／遠藤慎之介
出身地／山口市
前勤務／宇部警察署

　駐在所勤務は初めてですので、皆
さんのご指導をいただければと思い
ます。一日も早く地域にとけ込める
よう努力していきますのでよろしく
お願いします。

奈古警察官
　駐在所長
氏　名／末岡栄治
出身地／萩市
前勤務／下関警察署

　阿武町の印象は、「教育、福祉等
が充実している地域」という印象を
受けました。そして、青い海、緑の
山、山陰の空気はうまい。これから
色々と勉強していきます。よろしく
お願いします。

町
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
！

阿
武
町
消
防
団

辞令交付式の様子

高
橋
作
之
助
さ
ん
が
勇
退

新
団
長
に
福
賀
の

　
　

田
中
敏
雄
さ
ん

就 任 あ い さ つ退 任 あ い さ つ

第５代阿武町消防
団長に任命された
田中敏雄さん
（宇生賀中央）

阿武町消防団長を
勇退された
高橋作之助さん
（浜の一）

町の治安を守る！　奈古、福賀、宇田郷駐在所長を紹介します

ほ　むら のぶ たか えん どう しん　の　すけ すえ おか えい　じ



寿
齢
大
学
移
動
教
室
開
催

　

寿
齢
大
学
の
移
動
教
室
が
２
月
27
、
28
日
の
１
泊
２
日

で
島
根
県
方
面
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。25
人
が
参
加
さ
れ
、

初
参
加
の
方
も
お
ら
れ
、
楽
し
い
教
室
と
な
り
ま
し
た
。

　

初
日
は
石
見
銀
山
精
錬
所
や
出
雲

大
社
、
２
日
目
は
フ
ォ
ー
ゲ
ル
パ
ー

ク
と
清
水
寺
を
見
学
。

　

フ
ォ
ー
ゲ
ル
パ
ー
ク
で
は
、
き
れ

い
な
花
を
見
て
、「
来
て
良
か
っ
た
。

も
っ
と
早
く
会
員
に
な
れ
ば
良
か
っ

た
」
と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

清
水
寺
に
は
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
乗
り
換
え
参
拝
し
ま

し
た
が
、
狭
く
急
な
道
路
に
「
ま
だ
こ
ん
な
所
が
あ
る
の

か
」、
気
合
い
の
入
っ
た
読
経
に
、「
こ
れ
で
念
じ
て
も
ら

っ
た
ら
長
生
き
が
出
来
る
。
こ
こ
で
食
べ
た
精
進
料
理
は

う
ま
く
で
き
て
い
る
。
良
い
経
験
が
出
来
た
」
な
ど
様
々

な
感
想
を
述
べ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

光
永
駐
在
所
長
さ
ん
あ
り
が
と
う
！

　

宇
田
郷
駐
在
所
長
・
光
永
哲
男
さ
ん
は
平
成
14
年
４
月

か
ら
９
年
間
勤
務
さ
れ
、
こ
の
３
月
末
で
退
職
と
な
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
間
、
地
域
の
各
行
事
や
催
し
物
な
ど
に
も

参
加
さ
れ
、住
民
か
ら
も
大
変
慕
わ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

  

宇
田
中
学
校
、
宇
田
小
学
校
の
統
合
後
は
、
毎
日
横
断

歩
道
や
バ
ス
停
に
立
た
れ
、
子
ど
も
達

の
安
全
を
守
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

光
永
さ
ん
に
感
謝
の
思
い
を
込
め

て
、
３
月
20
日
の
夕
方
、
宇
田
郷
地
区

の
小
中
学
生
と
保
護
者
が
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
に
集
ま
り
、
光
永
ご
夫
妻
に
、
寄
せ
書
き
、
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
湯
呑
み
な
ど
を
感
謝
の
言
葉
と

と
も
に
渡
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
日
に
は
４
自
治
会
が
主

催
す
る
光
永
ご
夫
妻
の
送
別
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

福
賀
婦
人
会
総
会
を
開
催

　

福
賀
婦
人
会
総
会
が
３
月
12
日

（
土
）に
の
う
そ
ん
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
、
新
年
度
の
事
業
計
画
な

ど
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

付
帯
行
事
と
し
て
の
講
演
会
で

は
「
声
を
出
し
て
元
気
に
な
ろ
う

！
」
と
題
し
て
、
萩
市
弥
富
の
岩

本
眞
知
子
さ
ん
を
講
師
に
、
正
し

い
発
声
と
呼
吸
を
行
う
こ
と
で
心
も
体
も
元
気
に
な
れ

る
こ
と
を
、
み
ん
な
で
実
際
に
声
を
出
し
た
り
体
操
を
し

て
、
楽
し
み
な
が
ら
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

月
例
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
年
間
表
彰

【
男
性
の
部
】

優　

勝　

野
原
恒
雄
（
伊　

当
）

準
優
勝　

末
舛
孫
一
（
森
見
藤
）

第
３
位　

市
原　

正
（
下
東
郷
）

【
女
性
の
部
】

優　

勝　

竹
内
宏
子
（
宇
田
地
）

準
優
勝　

佐
村
照
子
（
飯　

谷
）

第
３
位　

植
田
明
子
（
上
東
郷
）

月
例
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
年
間
表
彰

【
男
性
の
部
】        

優　

勝　

市
原
茂
甫
（
下
東
郷
）

準
優
勝　

西
坂
章
士
（
中　

村
）

第
３
位　

長
嶋　

司
（
森
見
藤
）

【
女
性
の
部
】

優　

勝　

鈴
木
ひ
ろ
こ
（
萩
市
）

準
優
勝　

清
水
豊
子
（
新　

田
）

第
３
位　

竹
内
宏
子
（
宇
田
地
）

【
団
体
の
部
】 

第
１
位　

福
賀
Ｂ
Ｇ
Ｂ
チ
ー
ム

平
成
２３
年
度　

学
級
生
・
ク
ラ
ブ
員
募
集
し
ま
す

　

公
民
館
と
各
活
動
グ
ル
ー
プ
か
ら
学
級
生
・
ク
ラ
ブ
員

を
募
集
し
ま
す
。

○
さ
つ
き
婦
人
学
級

○
奈
古
若
葉
学
級

○
奈
古
メ
ン
ズ
キ
ッ
チ
ン

　

（
一
般
男
性
の
方
）

○
奈
古
寿
齢
大
学

　

（
65
歳
以
上
の
方
）

○
奈
古
盆
踊
り
保
存
会

○
あ
ぶ
ハ
ー
モ
ニ
ー
コ
ー
ラ
ス

○
阿
胡
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
バ
ン
ド

○
パ
ソ
コ
ン　

○
カ
ラ
オ
ケ　

○
書
道　

○
俳
句　

○
俳
画　

○
詩
吟　

○
手
芸　

○
囲
碁　

○
調
理
実
習　

○
日
舞　

○
太
極
拳　

○
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス　

○
フ
リ
ー
ダ
ン
ス　

○
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス　

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ　

○
阿
武
卓
球
ク
ラ
ブ　

　

随
時
、
加
入
受
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
中
央
公
民
館
及

び
各
活
動
グ
ル
ー
プ
代
表
者
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

☎
２
―
２
０
４
４　

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
―
２
０
７
５

奈
古
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
卒
団
式
・
親
子
交
流
会

　

奈
古
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

卒
団
式
が
３
月
１２
日（
土
）

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
９

時
か
ら
バ
レ
ー
や
サ
ッ
カ

ー
で
親
子
交
流
試
合
を
楽

し
ん
だ
あ
と
、
一
年
間
お

世
話
に
な
っ
た
体
育
セ
ン

タ
ー
を
全
員
で
掃
除
し
、

そ
れ
ぞ
れ
お
礼
の
言
葉
を

交
わ
し
ま
し
た
。

16

全員で床をぞうきんがけ
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　平成23年10月２日、道の駅「阿武町」隣接広場において、デモンストレーション
としてのスポーツ行事「障害者ソフトボール」が開催されます。このスポーツ行事に
は、阿武町からも「シニアソフトボールチーム」が出場し、山口県障害者ソフトボー
ル協会所属チームと試合を行います。そこで、「阿武町シニアソフトボールチーム」
のメンバーを募集します。

○募集期間　4／1㈮～4／28㈭　※防災行政無線放送で広報しています。
○募集人数　21人以内
○応募資格　年齢が概ね60歳以上で、阿武町在住の方
○申し込み方法　氏名、性別、生年月日、年齢、住所、電話番号、所属チー
　　　　　　　　ムがあればチーム名を、阿武町教育委員会までご連絡ください。
○そ の 他　募集期間終了後、阿武町実行委員会で協議して選手の選考を行い、申込
　　　　　　者全員に結果を通知します。
○申し込み・問い合わせ先　〒759-3622　阿武町大字奈古3078-1
　　　　　　　　　　　　　阿武町教育委員会　☎2-0501　FAX.2-2075

　平成23年10月１日、維新百年記念公園陸上競技場において開催される「国体総合開会式」では、
県内19市町で採火した炬火を集火し、炬火台への点火が行われます。炬火リレーの際には、アナウン
スでそれぞれの市町の炬火名が紹介されます。
　阿武町の炬火は、７月に町内で実施する炬火イベントで採火しますが、その
「阿武町の炬火」に付ける名前を募集します。炬火名は、表記した際20文字
以内とし、「○○○の火」と最後は「火」で終わるようにしてください。

　【参考】新潟市「トキめきを未来へつなぐ柳都の火」
　　　　　大分市「とわに輝く　府内のかがり火」　

○募集期間　4／20㈬～5／31㈫
○応募資格　阿武町内に在住または勤務、通学している人
○表彰及び賞品　採用された方には、７月の炬火イベントで表彰し、賞状と記念品を贈呈します。
○応募方法　下記の必要事項をご記入の上、阿武町教育委員会まで郵便、ＦＡＸまたはご持参ください。
○必要事項　①炬火名「○○○の火」　②命名理由　③住所、氏名、職業または学校名・学年、電話番号
○そ の 他　応募作品は未発表のものに限ります。また、採用作品に係る一切の権利は阿武町実行委員
　　　　　　会に帰属します。
○申し込み・問い合わせ先　〒759-3622　阿武町大字奈古3078-1
　　　　　　　　　　　　　阿武町教育委員会　☎2-0501　FAX.2-2075

炬火

　

阿
武
町
で
は
、
町
に
在
住
の
心

身
障
害
者
の
方
や
75
歳
以
上
の
方

を
対
象
に
日
常
生
活
の
利
便
と
社

会
活
動
範
囲
の
拡
大
や
福
祉
増
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
タ
ク

シ
ー
運
賃
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
対
象
者
（
阿
武
町
在
住
）

◯
身
体
障
害
者　

身
体
障
害
者
手

帳
１
級
〜
３
級
の
所
持
者

◯
知
的
障
害
者　

療
育
手
帳
所
持

者
◯
精
神
障
害
者　

精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
所
持
者

◯
寝
た
き
り
老
人
の
方
な
ど　

75

歳
以
上
の
方

◯
寝
た
き
り
老
人
判
定
基
準
の
Ｂ

・
Ｃ
の
方

◯
認
知
症
高
齢
者
判
定
基
準
４
以

上
の
方

◆
助
成
額
及
び
回
数　

利
用
１
回

に
つ
い
て
小
型
基
本
運
賃
を
助

成
し
ま
す
。

◯
身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
、

精
神
障
害
者　
　
　
　

年
36
回

◯
人
工
透
析
者　
　

年
１
４
４
回

◯
寝
た
き
り
老
人
な
ど　

年
24
回

◆
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー　

阿
武

町
内
の
タ
ク
シ
ー
業
者
（
近
鉄

タ
ク
シ
ー
）※

人
工
透
析
者
は

萩
市
内
も
利
用
可
能

◆
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
民
生
課

　

☎
２
ー
３
１
１
５

心
身
障
害
者
の
方
や

75
歳
以
上
を
対
象
に

福
祉
タ
ク
シ
ー
運
賃
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。
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総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由

で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
ま
だ
視

聴
で
き
な
い
低
所
得
世
帯
に
対
し

て
、
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
対
象　

①
生
活
保
護
世
帯
な
ど

で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
が
全
額

免
除
の
世
帯　

②
市
町
村
民
税

が
非
課
税
の
世
帯

●
支
援
内
容　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
対
応
の
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー

（
１
台
）
の
無
償
給
付
な
ど

※
支
援
の
内
容
、
申
し
込
み
方
法

な
ど
は
、
対
象
世
帯
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支

援
実
施
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０
―
０
２
３
７
２
４

※
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除

世
帯
へ
の
支
援
は
左
記
へ

　

☎
０
５
７
０
―
０
３
３
８
４
０

◆
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

◆
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底　

◆
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

◆
飲
酒
運
転
の
根
絶

◆
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
の
推
進
（
県

重
点
）

　

今
年
も
春
の
全
国
交
通
安
全
運

動
が
、
「
住
み
よ
い
山
口
い
つ
も

心
に
交
通
安
全
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
５
月
11
日
か
ら
20
日
ま
で

の
10
日
間
、
全
国
一
斉
に
展
開

さ
れ
ま
す
。

　

春
期
は
新
入
学
後
の
子
ど
も
た

ち
の
不
慣
れ
な
登
下
校
、
レ
ジ
ャ

ー
の
活
発
化
、
県
内
外
か
ら
の
観

光
客
の
増
加
な
ど
か
ら
交
通
事
故

が
多
発
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
こ
の
運
動

は
、
町
民
一
人
ひ
と
り
に
交
通
安

全
思
想
の
普
及
・
浸
透
を
図
り
交

通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通

マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ
け
る
と

と
も
に
、
交
通
事
故
の
防
止
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

阿
武
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会

で
は
こ
の
期
間
中
、
朝
と
夕
方
に

国
道
、
県
道
、
町
道
な
ど
の
危
険

個
所
で
の
「
街
頭
指
導
」
や
、
各

地
区
で
「
交
通
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
作

戦
」
な
ど
を
行
い
、
正
し
い
交
通

ル
ー
ル
と
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を

広
く
呼
び
か
け
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
期
間
中
に
も
う
一

度
、
家
庭
や
職
場
で
正
し
い
交
通

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
事
故
の
な
い
明
る
い
町
づ

く
り
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

　阿武町では、定住促進事業の一環として、
下記のとおり各奨励金の交付制度を実施して
いますのでご利用ください。

種　類 交　　　付　　　額 内　　　　　　　　容
Ｕターン
奨 励 金

転　　入
奨 励 金

就　　業
支 度 金
結婚祝金

出産祝金

世帯（２人以上） 200,000円
単身者 50,000円
世帯（２人以上） 100,000円
単身者 50,000円
世帯（２人以上） 300,000円
単身者 100,000円

 50,000円

 50,000円
第　　１　　子 30,000円
第　　２　　子 50,000円
第　　３　　子 100,000円
第　　４　　子 200,000円
第 ５ 子 以 上 300,000円

阿武町に定住の意志のある方がＵターンされた場合。ただし、
山口県内からのＵターンは除きます。

阿武町に定住の意志がある方が転入された場合。

阿武町に定住の意志のある45歳以下の方が第１次産業就業
のため転入された場合。
阿武町に住所を有し、定住の意志のある方が新卒就業された
場合。(町外勤務も可)
阿武町に住所を有し、定住の意志のある方が結婚された場合。

阿武町に住所を有し、定住の意志のある方が子供を出産され
た場合。

※尚、この制度は年の途中で変更することがあります。
※詳しくは、役場総務課（☎2－3111）または住民課、各支所窓口にお問い合わせください。

春
の
全
国
交
通

　

安
全
運
動
に

　
　

参
加
し
よ
う
！！

地上デジタル放送
視聴のための
低所得世帯への
支援について

簡易チューナーを簡易チューナーを
無償給付無償給付

簡易チューナーを簡易チューナーを
無償給付無償給付

簡易チューナーを
無償給付

●
運
動
の
重
点
目
標
●

５/１１(水)
～２０(金)

 

交
通
安
全

　

 

期
間
中
の
行
事

●
街
頭
指
導
（
朝
・
夕
）

　

５
月
11
日
（
水
）

　
　

〜
20
日
（
金
）

●
交
通
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
作
戦

　

５
月
11
日
（
水
）
３
地
区
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　お腹の中で、お母さんが子どもへプレゼントした『病気に抵抗する力』は、成長とともにほとんど自
然になくなっていきます。そのため、子ども自身でその『力』をつくる必要があります。それを助ける
のが…予防接種です!
　予防接種には、医療機関で受ける個別接種と阿武町で受ける集団接種があります。
　この機会にぜひ、母子健康手帳の予防接種欄を確認され、未接種の予防接種を受けてください。

　任意予防接種のうちヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチン、子宮頸がん予防ワクチンの予防接種
の助成が始まり指定医療機関での接種が無料でできるようになりました。
　対象の方には、個別通知しています。希望される方は接種医とご相談の上、接種してください。

　子宮頸がん予防ワクチンは現在、子宮頸がん予防ワクチンが不足しており、接種を差し控え
るようになりました。1回目の接種において差し控え、既に接種を開始している方の2回目・3
回目の接種を優先して接種するようになっています。高校２年生の年齢に相当する方は、1回
目の接種が平成23年3月末までにできなかった場合でも、平成23年4月以降も助成の対象と
なり接種が可能です。接種再開の方針がでましたら、またお知らせいたします。

不妊治療費を一部補助します
◆一般不妊治療費助成事業：医療保険適用の不妊治療
　（例：タイミング法・薬物療法・不妊検査・不妊手術）
◆特定不妊治療費助成事業：医療保険適用外の体外受精および顕微授精
　（指定する医療機関による治療に限ります）
◆人工授精費助成事業：平成23年度から助成対象となりました。
※ご相談も受け付けております。保健師までお気軽にご相談ください。

18歳までの子どもさんがいらっしゃる保護者の方へ

予防接種を受けましょう！

生後６か月未満

生後３か月～９０か月未満

小学６年生
１期：生後１２か月～２４か月未満
２期：小学校入学前の１年間にあたる児
３期：中学１年生に相当する年齢の者
４期：高校３年生に相当する年齢の者
１期：生後６か月～90か月未満
　＊１期２回、その後おおむね１年後に
　　１回追加接種します
２期：９歳～１２歳
※１期完了していない方は特例措置として、残りの回数を接種することができます

３か月を過ぎたら早めに受けましょう
１期初回３回接種後、１年後に追加接種が
あります。忘れずに接種しましょう
対象の方には個別通知しています
２期、３期、４期の方には個別通知しています
２期、３期、４期の方は以下にご注意ください
  ＊接種期間は、平成2４年3月末までです
  ＊接種期間以降は有料になります

※標準年齢は３歳からです。３歳を過ぎて
　いる子どもさんは早めに接種しましょう

１期を完了している方は２期の接種が可能です

問い合わせ先

役場民生課
保健師
☎2-3113

問い合わせ先

役場民生課
保健師
☎2-3113

●個別接種　BCG・三種混合・二種混合・MR（麻しん・風しん）・日本脳炎
予防接種名 対　象　年　齢 備　　　　　　考
BCG

三種混合

二種混合

MR
麻しん・風しん

日本脳炎

生後３か月～90か月未満 春と秋に行っています
対象となる方には、個別通知しています

●集団接種　ポリオ

●任意予防接種　ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチン・子宮頸がん予防ワクチン

予防接種名 対　象　年　齢 備　　　　　　考

ポリオ

不妊治療費助成事業についてのお知らせ



20

　今年も健診の季節がやってきました。
　あなたの理想の健康状態を100点満点
とすると、今の健康状態は何点ですか？
　また、今の健康状態を続けた時に、5年
後の健康状態は何点だと思いますか？
　あなたがこれからも元気で過ごすために
『今』が大事です。普段は、家族や周りの
人のために働いておられる方も、この機会
に、自分のことを振り返りませんか。
　まずは、健診で体の健康てんけんをしま
しょう。
※『健診のしおり』は広報４月号と一緒に
　全世帯に配付しています。

　夏と言えば…「ラジオ体操！」自治会や子ども会で集まって、自宅で、なじ
みの音楽とかけ声を聴きながら体操をされる方も多いのではないでしょうか。
　今年は、８月１９日に阿武町が会場となり
「夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会」が
行われます。朝のさわやかな環境の中で、集
って和やかに体操をしましょう。ぜひ、ご近
所同士で誘い合って、会場にお越しください。

亀山保健師

☆ 国保の方へ　耳寄りな話 ☆
『日帰り人間ドック』が始まります！
　検査費用の２割の自己負担で、全身の健康
チェックを一度に行うことができるお得な健
診です。
※早めの予約をお勧めします。
※特定健診やがん検診とは重複して受けられ
　ないので、注意してください。
※詳しくは「健診のしおり」１ページをご覧
　ください。

☆　優秀作品応募者のみなさんからのメッセージ　☆
○若い者や人に迷惑をかけてはいけないと思って、健診を受けています。
　毎年受けていたら安心。「この度もよかったぁ」と思えます。
○早期発見早期治療です。何も怖くありません。必ず健診へ行きましょう!!
○自分の体のことは自分にしかわかりません。現在の体調がどの程度かわか
　るので、ぜひ受けて欲しい。
○自分の健康は自分で守るという意味でも、健診は絶対に受けるべきです！

阿武町に｢夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会｣がやってくる！

日時：８月１９日(金)　午前６時から

場所：晴天時 宇田ふれあいグラウンド

　　　雨天時 宇田ふれあい体育館

※ 詳細は決まり次第、随時連絡します。

※「健診へ行こう」標語優秀作品は、応募された作品から健康
　づくり推進協議会委員による投票結果で選ばれたものです。

平成23年度　最優秀賞標語

岩本　富士子さん（惣郷）

健診を  受けて安心  この一年

優秀賞標語　　健診で　自分の生活　ふり返り　　　　木原久美子さん（金　社）
　　　　　　　健診は　我が身にかける　思いやり　　中野　康枝さん（宇田浦）
　　　　　　　行こういね　声かけ合って　町健診　　末舛富美枝さん（森見藤）
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　戸別所得補償制度は、食料自給率の向上を図るとともに、農業と地域を再生させ、農山漁村に暮
らす人々が将来に向けて明るい展望をもって生きていける環境を作り上げていくための施策です。
　昨年実施された水田を対象とした戸別所得補償モデル対策に続いて、４月から、畑作物にも対象
を拡大して「農業者戸別所得補償制度」が本格実施されます。

①畑作物の戸別所得補償交付金事業
※水田・畑地共通
■対象者　大豆、そばなどの対象作物ごとの生産
数量目標に従って販売目的で生産する「販売農
家」と「集落営農」
◯【数量払】出荷販売された数量に応じて、品質
区分（等級）で設定された単価によって交付

交付単価　大豆平均単価11,310円（60㎏当たり）

◯【面積払】（営農継続支払）前年産の出荷数量
を面積に換算して交付※面積払の内数です。

交付単価　大豆平均単価11,310円（60㎏当たり）

③米の所得補償交付金
■対象者　米の生産数量目標に従って生産を行っ
た「販売農家」と「集落営農」
※販売農家は水稲共済加入者または販売実績のあ
る方
■対象面積　主食用米の作付面積から自家消費米
相当分として一律10aを差し引いた面積

交付単価　15,000円（10a当たり）
　

④米価変動補てん交付金
　23年産の販売価格が標準的な販売価格（平成
18年産か20年産までの相対取引価格の平均）を
下回った場合に、その差額を基に10a当たりの
単価で算出　
■対象者　米の所得補償交付金の交付対象者
■対象面積　米の所得補償交付金の交付対象面積

加入申込・支払時期
　交付金を受け取るためには、交付申請書などの
提出が必要です。支払時期は８月～翌年６月です。

受付会場・日程
JAあぶらんど萩奈古支所 5月11・12日
JAあぶらんど萩宇田郷ふれあい店 5月13日
JAあぶらんど萩福賀支所 5月18・19日

問い合わせ先　役場経済課　☎２－３１１４

②水田活用の戸別所得補償交付金（表1）
■対象者　対象作物ごとの生産数量目標に従って
販売目的で生産する「販売農家」と「集落営農」

交付単価 （10a当たり）

「食」と「地域」の再生に向けて
農業者戸別所得補償制度がスタートします！！

戦
略
作
物

産
地
資
金　

①
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
地
域
一
律

②
県
一
律

単　価作　　　　　物
35,000円
80,000円
20,000円

15,000円

13,000円

20,000円
10,000円

20,000円

20,000円

20,000円

10,000円

5,000円

10,000円

20,000円

15,000円

麦・大豆・飼料作物
米粉用米、飼料用米WCS用稲
そば・なたね・加工用米

二毛作助成（主食用米と戦略作物
または戦略作物同士の組み合わせ）
耕蓄連携助成（飼料用わら利用、
水田放牧、資源循環を行う農業者）
【戦略作物担い手加算】 
麦、大豆、飼料用米
飼料作物
【広域推進作物助成】かぼちゃ、
たまねぎ、ばれいしょ、ほうれ
んそう、ブロッコリー、インゲ
ン、トマト、いちご
【地域推進作物助成】はなっこり
ー、キャベツ、ニンジン、ハク
サイ、こまつな、メロン、キュ
ウリ、キク、ストック
【地域戦略作物助成】（13品目）
すいか、なす、パセリ、だいこ
ん、スイートコーン、チンゲン
サイ、ごま、葉ぼたん
【地域重点推進二毛作助成】
（広域推進作物、地域推進作物、
地域戦略作物）
【地域育成作物助成】上記以外の
野菜、景観形成、地力増進作物
など 
【備蓄米助成】
【県重点推進野菜助成】かぼちゃ、
たまねぎ、ばれいしょ、はなっ
こりー、ニンジン、キャベツ  
【県備蓄米助成】

（表1）
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●もったいないと思うこと「電気関係編」
　・「○○っぱなし」　“つけっぱなし”“差しっぱなし”
　　 使っていない時、人がいない時にも、電気が使われている！！
●みんなでできること
　◎気付いた時に、電気はこまめに消していこう！
　◎明るい日は、カーテンを開けて太陽の光を入れてみよう！
　◎コンセントはこまめに抜こう！
●そこにひと工夫！
　☆意識するため、標語を貼っておくことなども効果的ですよ→習慣になる（30代主婦など）
　☆省エネタップなどを使用して、使う時だけ電源を入れる
　　（省エネ＋電気代節約）（20代会社員など）
　☆家族みんなが気をつければ、ぼく一人よりも早く気づけるから、むだがなくなる（小２男子）

みんなでやれば大きなチカラに。できることからコツコツと。

はじめよう　あなたにできる　エコ活動！（阿武町エコ活動スローガン）

　阿武町では、クリーンエネルギーの導入を積極的に支援することにより地球温暖化防止を図るた
め、住宅の屋根に太陽光発電システムを設置する方に対し、補助金の交付を行います。
　補助金を希望される方は、申請を必ず工事着工前に行ってください。
（１）補助金額
　　　最大出力１ｋＷあたり35,000円（上限14万円／件）
（２）対象者
　　　町内の自ら居住する住宅に発電システムを設置する方で、
　　　電灯契約を結び、町税を完納している方。
■問い合わせ先　役場民生課　環境保健係（☎２－３１１３）まで

みんなでできる！！ 身近なエコ
～阿武町エコ活動アイデア紹介～
町民のみなさんからご応募いただいたエコ活動アイデアを紹介します。
「自分にもできること」見つけてみませんか♪

問い合わせ先　役場民生課　環境保健係（☎２－３１１３）

環境保健係
石田主事

平成23年
４月から

　県では、身障者用駐車場の適正利用を図るため、
「やまぐち障害者等専用駐車場利用証制度」を実
施しています。この制度は、障害や高齢などで歩
行や乗降が困難な方に、身障者用駐車場の利用証
を交付し、県に登録された公共・民間施設の身障
者用駐車場（やまぐち障害者等用駐車場）を利用
できるようにするものです。
◆交付窓口　県厚政課、県健康福祉センター、各
　市町の担当課、県・協力市町社会福祉協議会
◆その他　利用証は、原則として即日交付します。 

　中国、四国、九州地方の一部の県でも
利用できます。
　歩行や乗降が困難な方で、まだ利用証をお持ち
でない方は、ぜひ申請をお願いします。また、一
般の方は、利用証をお持ちの方のために、身障者
用駐車場への駐車を控えていただきますようお願
いします。皆様のご理解とご協力をお願いします。
◆申請に必要な書類など、詳しい問い合わせ先
　県厚政課　☎083－933－2724
　役場民生課介護福祉係　☎2－3115

駐車マナーの徹底にご協力を！ やまぐち障害者等専用駐車場利用証制度
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年金のたより

こんな時はこんな時は
届出を届出を

こんな時はこんな時は
届出を届出を

こんな時は
届出を

加入や種別変更などの届出

　国民年金は、日本に住んでいる20歳以上60歳未満のすべての
方が加入する制度です。
　加入の種別が就職、退職、結婚などで変更になったりしたら、
年金記録をつなぐためにも、忘れずに届け出をしましょう。

■問い合わせ先　日本年金機構萩年金事務所　☎０８３８－２４－２１５８
　　　　　　　　阿武町役場住民課　　　　　☎０８３８８－２－０５００
　　　　　　　　日本年金機構ホームページ　http://www.nenkin.go.jp/

20歳に
なった方

現在第１号
被保険者の方

現在第２号
被保険者の方

現在第３号
被保険者の方

学生、自営業、自由業、無職などである
厚生年金や共済組合等に加入している配偶者に扶養
されている
転職して厚生年金や共済組合等に加入した
結婚や減収で厚生年金や共済組合等に加入している
配偶者に扶養されるようになった
厚生年金や共済組合等に加入していた会社を退職し
た
退職して厚生年金や共済組合等に加入している配偶
者に扶養されるようになった
増収や離婚などで配偶者に扶養されなくなった
配偶者が厚生年金や共済組合等に加入していた会社
を退職した
配偶者が65歳になり第２号被保険者でなくなった
就職して厚生年金や共済組合等に加入した

配偶者が転職などで加入する年金制度が変わった

お住まいの市町村

配偶者の勤務先

勤務先

配偶者の勤務先

お住まいの市町村

配偶者の勤務先

お住まいの市町村

勤務先
配偶者の新しい勤
務先

こ ん な と き 変更後の被保険者
の種別

第１号被保険者

第３号被保険者

第２号被保険者

第３号被保険者

第１号被保険者

第３号被保険者

第１号被保険者

第２号被保険者

第３号被保険者

届出先

　町議会の推薦を受けた長嶺良二さん（上笹尾）が、４月１日付
けで人権擁護委員に新任され（任期平成26年３月31日まで）、
法務大臣から委嘱されました。なお、阿武町の人権擁護委員
は、長嶺さんを含め次の３人の方です。
○小野喜男さん（寺　東）　☎２―２５５７
○長嶺良二さん（上笹尾）　☎５―０７４９
○藤村芳秀さん（尾無畑）　☎４―０７０６ 
◆人権擁護員の活動
　人権擁護委員は、すべての人権問題について、
必要な助言や関係官公署を紹介するなど、正しい権利を持って
いる人が泣き寝入りしなくていいよう解決の手助けをします。
◎夫婦、親子、離婚、相続、扶養などの家庭内のもめごと
◎結婚、就職などに関する不当な差別
◎いじめ、体罰など子どもの人権に関わる相談
◎生活騒音、悪臭、振動など近隣間での困りごと
◎借地、借家、金銭貸借をめぐる不当な要求
◎インターネットなどによるプライバシーの侵害や名誉き損
　相談は無料で秘密は固く守られます。お気軽にご相談くださ
い。

　平成23年度軽自動車税の減免
申請を役場住民課及び各支所で受
け付けています。

■申請に必要なもの
・軽自動車税減免申請書
　（役場備え付け）
・申請者の印鑑
・身体障害者手帳など
・運転免許証
・自動車車検証
■受付期間
　４月25日まで
■問い合わせ先
　役場住民課　☎２ー０５００

「人権擁護委員」に福賀の長嶺良二さんが新任軽自動車税の
減免申請について
４月２５日までに手続きを

長
嶺
良
二
さ
ん



（外）花　宮　医　院 平安古 ㉕8738
（内）柳　井　医　院 橋本町 ㉒0748
（産）なかむらレディースクリニック 熊谷町 ㉒1557
（郡）萩市福川診療所 福井下 ◯520027
（歯）松隈歯科医院 土　原 ㉔2088

（外）玉 木 病 院 瓦　町 ㉒0030
（内）山本内科胃腸科 前小畑 ㉖0077
（産）都 志 見 病 院 江　向 ㉒2811
（郡）福 賀 診 療 所 福　賀 ⑤0863
（歯）沢村歯科医院 江　向 ㉒1223

（外）池本整形外科 玉江浦 ㉕7575
（内）中　坪　医　院 今魚店 ㉒5430
（産）なかむらレディースクリニック 熊谷町 ㉒1557
（郡）松　井　医　院 下田万 ②0345
（歯）村田歯科医院 浜　崎 ㉒1729

（外）田 町 診 療 所 東田町 ㉔1234
（内）全 眞 会 病 院 玉江浦 ㉒4106
（産）都 志 見 病 院 江　向 ㉒2811
（郡）萩市国保川上診療所 川　上 ◯542014
（歯）大谷歯科医院 下五間町 ㉒0527

（外）か ね た 医 院 吉田町 ㉒1113
（内）萩 市 民 病 院 　椿 ㉕1200
（産）なかむらレディースクリニック 熊谷町 ㉒1557
（郡）萩市弥富医療センター 弥　富 ⑧2311
（歯）石川歯科医院 吉田町 ㉒1246

（外）萩むらた病院 今古萩町 ㉕9170
（内）波 多 野 医 院 堀　内 ㉕2788
（産）都 志 見 病 院 江　向 ㉒2811
（郡）すさクリニック 須　佐 ⑥3376
（歯）井上歯科医院 東田町 ㉕1687

（外）萩 市 民 病 院 　椿 ㉕1200
（内）中嶋クリニック 今古萩町 ㉒2206
（産）なかむらレディースクリニック 熊谷町 ㉒1557
（郡）松　原　医　院 須　佐 ⑥5055
（歯）あおぞら歯科医院 御許町 ㉖4182

（外）玉 木 病 院 瓦　町 ㉒0030
（内）わたぬきクリニック 東浜崎 ㉕2020
（産）なかむらレディースクリニック 熊谷町 ㉒1557
（郡）齋　藤　医　院 奈　古 ②2838
（歯）おか歯科医院 土　原 ㉒8241
※当番医の確認は役場または各支所へ
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休日当番医

お し ら せ

4月24日（日）

4月29日（金）

5月1日（日）

5月3日（火）

5月4日（水）

5月5日（木）

5月8日（日）

5月15日（日）

緊急の場合は１１９番
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と
、
不
要
に
な
っ
た
コ
イ
の
ぼ
り
を
大
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
５
月
の
福
賀
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
る
、
大
井
川
沿

い
の
コ
イ
の
ぼ
り
で
、
今
年
も
１
２
０
匹
を
た
て
る
予
定
で
す
。

　

新
緑
薫
る
、
福
と
賀
の
里
で
、
コ
イ
の
ぼ
り
た
て
に
心
地
良
い

汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
！

▼
日
時　

４
月
28
日（
木
）午
後
２
時

▼
集
合
場
所　

福
賀
宮
の
馬
場
付
近

▼
問
い
合
わ
せ
先　

福
賀
公
民
館　

☎
５―

０
２
１
１

　

広
報
３
月
号
「
新
一
年
生
の
紹
介
」
の
氏
名
で
、

船
戸
春
陽
く
ん
↓
船
戸
晴
陽
く
ん
（
岡
田
橋
）の
誤

り
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

ふ
な　

と　
　
は
る　

ひ

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相
談
を

全
国
共
通
人
権
相
談

　
　
　
　
　

ダ
イ
ヤ
ル

お 詫 び
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阿武町の人口と世帯数 （３月末）

※（　）内数字は対前月比

地区別 人　口 世帯数 移動内訳

奈　古

福　賀

宇田郷

合　計

2,469（－ 5 ）

　723（ 1 ）

　682（－ 6 ）

3,874（－10）

1,076（ 3 ）

　320（ 2 ）

　323（－ 5 ）

1,719（ 0 ）

転入　26

転出　27

出生　 1

死亡　10

３月の交通事故

（　）内数字は前年件数 

区　分 物損
事故

114
（134）
6
（5）

12
（21）
0
（1）

0
（0）
0
（0）

0
（1）

12
（20）

負傷者死者

人　身　事　故

件数
萩警察署管内で
起こった事故
うち阿武町内で
起こった事故

女
と
男
の
一
行
詩

支
え
合
う
父
母
見
て
育
っ
た
息
子
た
ち
素
敵
な
女
性
と
み
な
結
婚

ひ
と

ひ
と

［材料２人分］

鶏もも肉２００ｇ、下味（酒大さじ１、塩少

々）生しいたけ３枚、たれ（練り梅大さ

じ１、みそ、酒各大さじ１、みりん小さ

じ２、白すりごま大さじ１）青じそのせ

ん切り５枚

［作り方］

①鶏もも肉は食べやすい大きさに切って

下味をからめておく。

②しいたけは薄切りにし、たれの材料と

ともに混ぜ合わせておく。

③オーブントースターの天板にオーブン

シートなどを敷き、鶏肉を並べ、上に

②のたれをぬってオーブントースター

で７～８分間焼き、火を通す。こげて

きそうになったら、途中でアルミホイ

ルをかけて調節する。

④器に盛り、青じそをのせる。

◆調理時間　約１０分

鶏肉の梅みそ焼き

わ
たし
の食改料理若

い
方に
もおす

すめ簡単夕食メニュ
ー

宇田浦

嶋戸悦子さん

月 日 曜 行　　　事　　　予　　　定
４／21～５／20

4
月

5
月

●問い合わせ先
ハローワーク萩・萩公共職業安定所　☎0838－22－0714

町内の求人情報 4月11日現在

求人数 年 齢 賃　　　金 業　　種

（すでに決定済みとなっている場合があります。その際にはご了承ください。）

会　社　名
1人
2人

2人

2人

不問
不問

不問

不問

97,020円
時給700円
150,000円～
250,000円

時給740円

レジ係
レジ係

マッサージ師

販売員

サンマート奈古店
サンマート奈古店
山口ケアー
マッサージ
道の駅阿武町

（㈱あぶクリエイション）

4月分

21

22

23

24

25

26

27

28
29
9

10

11

12

13

14

18

20

木

金

土

日

月

火

水

木
金
月

火

水

木

金

土

水

金

エコファーマー認証式　11:00【のうそんセンター】
町政懇談会　19:00【ふれあいセンター】
のびのび健診（幼児健診）(奈古・宇田郷）13:30【母子健康センター】
消防団長、副団長会議　14:30【小会議室】
福賀地区公民館事業連絡会議　19:30【のうそんセンター】
みどり保育園保護者会・保育参観・母親クラブ総会　9:00【みどり保育園】
宇田ふれあいクラブ設立総会 10:00【ふれあいセンター】
春季軟式野球大会　8:00【町民グラウンド】
自然観察と山菜狩り　9:30【福賀地区山林（久瀬原）】
阿武町交通安全対策協議会　10:00【第一会議室】
男女共同参画本部会議　15:30【第一会議室】
狂犬病予防注射（町内各地区）9:00～17:00
福賀ことぶき会総会　10:00【のうそんセンター】
男女共同参画審議会　9:00【小会議室】
第１回阿武町生涯スポーツ推進会議　14:00【町民センター】
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】
春の奈古やかグラウンドゴルフ大会　8:30【阿武中グラウンド】
健康教室「さくら会」9:00【町民センター】
すくすく相談（乳児相談）10:00【母子健康センター】
デイケア「青空会」【のうそんセンター】
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】
福賀地区ストレッチ楽集会　10:00【のうそんセンター】
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】
集団健診（宇田郷）8:00【ふれあいセンター】
福賀月例ボウリング大会　19:30【萩ユーズボウル】
集団健診（宇田郷）8:00【ふれあいセンター】
阿武町ウォーキング教室　9:00【町民センターほか】
奈古寿齢大学５月講座 奈古寿齢クラブ連絡協議会総会　9:00【町民センター】
集団健診（福賀）8:00【のうそんセンター】
福賀月例グラウンドゴルフ大会　19:30【福賀小グラウンド】

▼
行
政
相
談
員　

宇
田
郷
の
永
柴
義
廣
さ
ん

（
68
歳
・
宇
田
中
央
）
が
総
務
大
臣
か
ら
行

政
相
談
員
と
し
て
再
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

（
４
月
１
日
付
け
）

▼
行
政
相
談
員
は
役
所　

行
政
相
談
委
員
は
役

所
（
国
、
独
立
行
政
法
人
、
特
殊
法
人
）
の

仕
事
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
を
受
け
、
関
係

機
関
に
対
す
る
通
知
や
助
言
を
行
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
任
期
は
２
年
間
で
す
。

行
政
相
談
員
に

永
柴
義
廣
さ
ん

（
宇
田
中
央
）

が
再
委
嘱



俳　

句

椿
落
つ
小
さ
き
流
れ
せ
き
止
め
て

つ
ば
く
ろ
や
津
波
の
町
に
塒
な
し

湯
の
街
に
足
湯
の
出
来
て
燕
来
る

米
値
安
思
案
練
り
つ
つ
春
耕
し

ホ
ー
ム
園
笑
顔
で
語
る
春
ひ
と
日

愁
ふ
こ
と
多
き
地
球
や
春
霞
む

畑
打
っ
て
震
災
復
興
祈
り
け
り

寒
も
ど
る
被
災
者
の
身
を
祈
る
の
み

復
興
の
高
き
ハ
ー
ド
ル
冴
え
返
る

飛
び
梅
の
由
来
聞
き
つ
つ
く
じ
を
引
き

春
休
み
涸
の
暗
渠
の
秘
密
基
地

踏
ま
れ
て
も
尚
空
仰
ぐ
犬
ふ
ぐ
り

つ
ば
く
ら
め
明
る
き
話
題
は
こ
び
来
よ

辛
夷
咲
き
書
く
こ
と
多
し
農
日
記

万
蕾
の
は
じ
け
る
如
き
梅
日
和

初
蝶
を
見
れ
ば
良
運
子
に
伝
へ

ふ
る
里
は
木
綿
の
匂
ひ
土
筆
出
る

避
難
所
の
母
に
ひ
と
匙
花
菜
が
ゆ

燕
来
る
新
装
な
り
し
小
学
校

大
正
の
雛
に
広
が
る
絆
か
な

何
事
も
な
く
日
が
暮
れ
て
花
菜
漬

田
中　

文
笠（
森
見
藤
）

小
野　

一
雄（
下　

郷
）

高
橋
作
之
助（
浜
の
１
）

水
津　

英
水（
木　

与
）

田
中　

か
め（
西
の
３
）

佐
々
岡
美
保（
中　

村
）

原　
　

清
穂（
伊　

豆
）

柳
井　

惠
子（
平　

原
）

林　
　

弘
子（
浜
の
１
）

橋
本
多
華
子（
宇
田
浦
）

斎
藤　

孝
子（
宇
田
浦
）

大
倉　

淑
子（
上　

万
）

梅
地　

眞
代（
東　

方
）

池
田　

幸
枝（
大　

里
）

中
村　

良
江（　

市　

）

木
村　

信
惠（
久
瀬
原
）

米
原　

泉
女（
筒　

尾
）

出
羽
法
泉
子（
浜
の
１
）

河
原　

慶
子（
上　

郷
）

水
津　

紅
魚（
浜
の
３
）

田
中　

弥
生（
木　

与
）

ね
ぐ
ら

◆問い合わせ先　あぶフォト倶楽部事務局

　役場総務課　企画広報係　☎2ー3111

作品は道の駅発祥交流館ギャラリーに展示中

３月の優秀作品

ごっそーごっそー
旬旬旬旬のののの たまねぎ

（玉葱）

　たまねぎの旬は６月だと思っている方もいらっし
ゃるかもしれませんが、「新たまねぎ」と呼ばれる
早生のものは３～４月に出荷が始まります。
　新たまねぎは、茎がまだ青い状態で出荷されま
す。柔らかくてみずみずしく辛みが少ないのが特徴
です。ただ、風味が落ちるのが早いので、新鮮な新
たまねぎを買ってきたら、冷蔵庫に保存して、２～
３日以内に食べてしまいましょう。
　先日、新たまねぎを育てている勝本さん（奈古・
大里）の畑を訪ねました。勝本さんが土の中から取
り出してくれた新たまねぎは、さわやかな春の陽光
を浴びて、みずみずしく真っ白に輝いていました。
　カレーなどの煮込み料理に使うのも良いですが、
新鮮なものは生のまま薄く切ってサラダやマリネ
にして食べるのがオススメです。辛みは
少ないですが、水にさらしてパリッとさ
せてからお召し上がりください。
　阿武町産の干しわかめを水で戻して、
阿武町産の新たまねぎと一緒にお好きなドレッシン
グであえれば、阿武町春サラダのできあがりです♪
◆問い合わせ先
　道の駅阿武町物産直売所   ☎０８３８８－２－２８２８

テーマ「３月」
タイトル
「春の準備」
礒部孝広（東方）
●コメント：木与
地区で毎年行われ
る農作業のひとコ
マ。いつもどおり
が幸せな事と気付
いた。がんばろう日本！

テーマ「自由」
タイトル「グラデーション」
関谷康治（山口市）
●コメント：日が沈んだ後、
男鹿島の上には紅い陽を追
っかけるように蒼のグラデ
ーションが走っていました。

テーマ「自由」
タイトル
「ただいま放水実演中」
西村信教（市）
●コメント：市自治会合同
訓練の様子。放水の水が逆
光できれいに撮影できまし
た。

道
の
駅「
阿
武
町
」

新
谷
宏
志
さ
ん

新たまねぎ
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